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い
つ
も
大
変
お
世
話
に
な
り
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
１
月
か
ら
の
第
１
９
３
回
通
常
国
会
は
、大
臣

の
失
言
、政
務
官
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル・暴
言
、森
友・加
計

問
題
に
係
る
安
倍
総
理
や
総
理
夫
人
へ
の
疑
惑
等
々
、

偏
っ
た
野
党
の
質
問
や
マ
ス
コ
ミ
報
道
へ
の
是
非
は
と
も

か
く
、政
府・自
民
党
へ
の
不
信
感
を
払
拭
で
き
な
い
ま

ま
閉
会
と
な
り
、何
と
も
後
味
の
悪
い
も
の
で
し
た
。そ

の
後
の
都
議
選
で
の
大
敗
も
あ
り
、改
め
て
襟
を
正
し
、

謙
虚
に
、十
分
な
説
明
や
透
明
性
に
留
意
し
な
が
ら
国

政
の
重
要
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
で
、信
頼
回
復

に
努
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、そ
の
よ
う
な
中
、先
の
国
会
で
は
、天
皇
陛
下

の
一
代
限
り
の
退
位
を
可
能
と
す
る「
天
皇
退
位
皇
室

典
範
特
例
法
」の
ほ
か
、企
業
や
消
費
者
の
契
約
ル
ー
ル

を
定
め
る
債
権
関
係
規
定
を
大
幅
に
見
直
し
た
１
２
０

年
ぶ
り
の
民
法
改
正
、性
犯
罪
を
厳
罰
化
し
た
１
１
０

年
ぶ
り
の
刑
法
改
正
、現
役
並
み
所
得
の
高
齢
者
の
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
自
己
負
担
を
２
→
３
割
に
引
上
げ
る
介

護
保
険
法
改
正（
対
象
者
は
約
12
万
人
で
受
給
者
全
体

の
約
３
％
）、外
国
人
観
光
客
の
急
増
等
に
対
応
す
べ
く

民
泊
の
ル
ー
ル
を
定
め
た
住
宅
民
泊
事
業
法
、地
域
経

済
を
牽
引
す
る
事
業
へ
の
支
援
や
土
地
改
良
事
業
の
負

担
軽
減
、全
て
の
農
産
品
を
対
象
に
し
た
収
入
保
険
制

度
の
創
設
な
ど
、多
く
の
重
要
法
案
が
成
立
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
与
野
党
が
最
も
対
立
し
た
、い
わ
ゆ
る
テ
ロ
等

準
備
罪
処
罰
法
の
解
説
を
し
ま
す
。ま
ず
、①
組
織
的

犯
罪
集
団
で
あ
る
こ
と
、②
重
大
犯
罪
を
計
画
す
る
こ

と
、③
そ
の
準
備
行
為
を
行
う
こ
と
の
３
点
が
揃
わ
な

い
限
り
処
罰
さ
れ
ま
せ
ん
し
、常
識
的
に
、善
良
な一般

市
民
で
あ
れ
ば
処
罰
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、あ
く
ま
で
重

大
犯
罪
か
ら
国
民
を
守
る
た
め
の
法
律
で
す
。こ
の
法

律
の
背
景
に
は
、テ
ロ
の
頻
発
な
ど
、国
際
的
な
治
安
の

悪
化
が
あ
り
ま
す
。２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ・パ
ラ
が

近
づ
く
中
、過
去
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
テ
ロ

や
オ
ウ
ム
真
理
教
の
地
下
鉄
サ
リ
ン
等
の
事
件
を
忘
れ

て
は
な
り
ま
せ
ん
。東
京
オ
リ・パ
ラ
等
で
テ
ロ
等
を
で
き

る
限
り
防
ぐ
た
め
に
も
法
律
を
成
立
さ
せ
、国
連
加
盟

１
９
６
カ
国
の
内
１
８
７
カ
国
が
加
盟
し
て
い
る
Ｔ
Ｏ
Ｃ

条
約（
国
際
組
織
犯
罪
防
止
条
約
）に
加
盟
し
、直
接
警

察
当
局
間
で
の
犯
罪
情
報
の
共
有
や
捜
査
協
力
等
を
可

能
と
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。民
進
党
は
法
律
が
な
く

と
も
条
約
は
締
結
可
能
と
主
張
し
ま
す
が
、条
約
を
よ

く
読
め
ば
絶
対
に
必
要
な
の
は
明
ら
か
で
す
し
、そ
も
そ

も
民
主
党
政
権
の
際
も
今
回
の
法
律
よ
り
対
象
範
囲
の

広
い
法
案
を
提
出
し
て
お
り
、反
対
の
た
め
の
反
対
と
し

か
評
価
で
き
ま
せ
ん
。ま
た
、戦
前
の
治
安
維
持
法
復
活

と
か
取
締
ま
り
が
強
化
さ
れ
る
と
の
批
判
も
あ
り
ま
す

が
、そ
も
そ
も
国
体（
天
皇
制
）や
私
有
財
産
制
の
否
定

を
取
締
ま
る
よ
う
な
立
法
趣
旨
と
は
全
く
異
な
る
ほ
か
、

手
続
法
の
変
更
は
な
く
取
締
ま
り
が
強
化
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
せ
ん
。さ
ら
に
、国
連
人
権
理
事
会
の
特
別
報

告
者
の
ジ
ョ
セ
フ・ケ
ナ
タ
ッ
チ
氏
が
、「
表
現
の
自
由
に

対
す
る
過
度
な
制
限
に
繋
が
る
可
能
性
が
あ
る
」と
懸

念
表
明
し
た
報
道
も
あ
り
ま
し
た
が
、こ
れ
は
あ
く
ま
で

国
連
で
は
な
く
、氏
の
個
人
的
見
解
で
あ
る
ほ
か
、日
本

政
府
と
は
関
係
な
い
者
が
作
成
し
た
、実
際
の
法
案
内

容
と
は
異
な
る
資
料
に
基
づ
く
批
判
で
、背
後
に
は
何
ら

か
の
悪
意
が
あ
る
と
推
察
さ
れ
ま
す
。外
務
省
も
、「
日

本
の
国
内
事
情
や
提
出
法
案
の
内
容
を
全
く
踏
ま
え
て

お
ら
ず
、…
不
適
切
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。…
我
が
国

の
説
明
も
聞
か
ず
に一方
的
に
公
開
書
籍
を
発
出
し
た

こ
と
に
強
く
抗
議
す
る
」と
反
論
し
て
い
る
こ
と
を
申
し

添
え
ま
す
。

最
後
に
、皆
様
に
ご
心
配
を
お
か
け
し
て
い
る
合
区
の

解
消
に
向
け
た
現
在
の
取
組
状
況
に
つ
い
て
報
告
し
ま

す
。昨
年
11
月
、参
議
院
自
民
党
の「
参
議
院
在
り
方
検

討
Ｐ
Ｔ（
舞
立
は
途
中
か
ら
事
務
局
次
長
→
事
務
局
長

に
な
り
ま
し
た
）」、自
民
党
本
部
の「
合
区
解
消
問
題

Ｐ
Ｔ
」の
設
置
の
件
は
既
に
前
号
で
触
れ
ま
し
た
が
、本

年
２
月
、参
議
院
議
長
の
下
に
漸
く
全
党
参
加
の「
参

議
院
改
革
協
議
会
」が
設
置
さ
れ
、参
議
院
及
び
選
挙

制
度
改
革
の
議
論
が
始
ま
っ
た
ほ
か
、６
月
に
は
参
議

院
在
り
方
検
討
Ｐ
Ｔ
で
報
告
書（
後
掲
）を
と
り
ま
と
め
、

合
区
解
消
に
向
け
た
基
本
的
な
考
え
方
や
対
応
の
方
向

性
を
示
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。秋
以
降
、こ
の
報
告
書

に
基
づ
き
自
民
党
全
体
で
早
期
に
意
思
統一を
図
り
、幾

つ
か
の
具
体
案
を
用
意
し
つ
つ
、最
後
は
党
執
行
部
が
他

党
と
協
議
、調
整
し
、来
年
夏
ま
で
の
何
れ
か
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
成
案
を
得
る
予
定
で
す
。合
区
解
消
の
問
題
は
、

各
党
と
も
選
挙
制
度
に
対
す
る
考
え
方
が
異
な
る
た
め

相
当
困
難
を
伴
い
ま
す
が
、昨
年
の
参
院
選
で
合
区
解

消
を
公
約
に
掲
げ
、27
年
ぶ
り
に
参
議
院
自
民
党
は
単

独
過
半
数
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
で
、地
方
創
生

を
推
進
し
、国
と
地
方
の
明
る
い
未
来
を
切
り
拓
く
た

め
に
も
、地
方
を
重
視
す
る
の
か
、切
り
捨
て
る
の
か
、人

口
優
先
主
義
を
と
る
限
り
日
本
の
持
続
可
能
性
は
な
い

こ
と
等
に
つ
い
て
、全
国
知
事
会
等
と
も
連
携
し
つ
つ
、よ

り
多
く
の
国
民
か
ら
理
解
を
頂
き
、確
実
に
合
区
解
消

が
実
現
で
き
る
よ
う
強
い
覚
悟
で
臨
ん
で
参
り
ま
す
の

で
、引
き
続
き
ご
支
援
、ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
何
卒

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

ご
挨
拶

2017.05.03　三徳山三佛寺投入堂へ入山
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合区解消に向けた動向（Ｈ２８．７月の参院選後～）
○合区４県による自民党執行部への合区解消の申入れ（Ｈ２８．８月）
○合区解消の決議
　◦昨年夏から本年夏までの間に、合区４県の県・市町村議会をはじめ、全国知事会、全国都道府県

議会議長会、全国市長会、全国市議会議長会、全国町村会、全国町村議会議長会の全ての地方
６団体で合区解消の決議がなされました。

○本年６月、「参議院在り方検討ＰＴ（参議院自民党の検討機関）」で報告書をとり
まとめ（後掲）、合区解消に向けた基本的な考え方や対応の方向性等につい
て参議院自民党で意思統一を図りました。

○参議院在り方検討ＰＴの報告書を受け、現在、「合区解消問題ＰＴ（自民党総裁
直属の検討機関）」において、衆議院議員も含めて自民党全体で意思統一を
図るべく、検討を進めています。

○自民党の憲法改正推進本部においても、本年６月以降、優先的な改憲項目とし
て４項目（①９条の自衛隊関係、②緊急事態条項、③教育無償化、④合区解消）
を選定し、これまでに各項目の議論を一巡するなど、検討を進めています。

2017.07.26　自民党憲法改正推進本部で憲法改正の優先的な項目として「合区の解消」について議論

2017.06.15　参議院自民党「参議院在り方検討PT」
で報告書の取りまとめに向けた議論

2017.06.27　参議院自民党全議員懇談会で「参議院
在り方検討PT」報告書の執行部一任に向けた議論



参議院在り方検討プロジェクトチームとりまとめ
（報告書概要）

人口減少社会における多様な民意の反映や地方創生等に対応した選挙制度改革の実現

参院選で合区が緊急避難的に導入されたが、様々な問題点が明らかになった。
○合区は、投票率の低下や国政等に対する参政権の不平等のほか、地方創生にも逆行するなど問題点

が多く、都道府県以外に説得力ある区割りが見いだせない中、合区された一部の県に所在する国民の
間で不平等感が高まっている。

都道府県単位の選挙区には合理性があり、合区は解消されるべき。
○参議院は、職域・職能とともに、地域を基盤とする性格を基本とする全国比例区と都道府県選挙区の２

本立ての構成が相応しく、国民にも定着し、信頼を得ている。
○現行憲法より長い歴史のある都道府県単位の区割りは合理性があり、人口、政治、経済、財政等の地

域間格差拡大の解消や、国土の保全・均衡ある発展のためには、各地方の問題を吸い上げる政治ルー
トである都道府県の役割が重要。

○緊急集会機能を有する参議院は、災害時等において、都道府県と一体的な連携・対応が必要。

参議院改革は、選挙制度改革の見直しの動向を見極めつつ、検討を深化。
○参議院改革は、選挙制度改革の見直しの動向を見極めつつ、決算、行政監視、外交、災害対応、地方自

治等に関する審議の充実や「ねじれ国会」でも意思決定できる仕組み（両院協議会に関するあり方の
見直し、審議の充実・強化等）など、憲法、法令、運用の様々なレベルで検討を深化。

合区解消に向けて憲法４７条の改正が必要。定数是正等の暫定的措置も検討。
○憲法４７条（選挙区、投票の方法その他両議院の議員の選挙に関する事項は、法律でこれを定める。）の改正が必要。
　～選挙区等決定の勘案項目として、人口のほか、国の統治機構上重要な行政区画や国土の保全・均衡

ある発展等を明記するとともに、参議院では改選ごとに広域地方自治体である都道府県の区域から
少なくとも一人が選出されるよう定めることが必要。

○憲法４３条第１項（両議院は、全国民を代表する選挙された議員でこれを組織する。）は、国会議員の国民代表性、自
由委任を規定した趣旨であることから、改正の必要性は低い。

○憲法改正を目指していくが、間に合わない場合等に備え、憲法改正を視野に入れた立法府としての考
え方を法律レベルで示すため、国会法や公職選挙法で参の在り方等の条文追加のほか、定数是正等
の具体的な仕組み等を検討。
▪決算、危機管理等の機能強化や合区解消のため、様々な視点から定数是正を検討。
▪定数是正以外の案（４７都道府県選挙区の２グループ分割案、連記制等）も検討。
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参議院選挙における合区を解消するために
人口減少社会における多様な民意の反映や地方創生等に対応した選挙制度改革の実現

平成２９年６月２７日
参議院自由民主党政策審議会

参議院在り方検討プロジェクトチーム

参議院の本来的な役割等
　　参議院議員選出のための選挙制度のあり方については、参議院の本来的な役割を検討した

上で、そのために最もふさわしい選挙制度はどうあるべきか、という視点で考える必要があり、
これまでも、参議院自民党政策審議会にて議論を続けてきた。

　　今回の在り方検討プロジェクトチームでは、以下に示したこれまでの成果を踏まえて、更に議
論を積み重ねてきたところである。

　　

両院の役割の違い
　　衆議院は、首班指名における優越を有しており、政権選択を通じて『民意を集約する役割』を

持っている。解散と不信任決議によって、常に内閣と抑制・均衡を保つ関係にあり、予算や条約に
関する優越が衆議院に認められていることも、内閣と密接な関係を持つことと整合的である。

　　参議院は、解散がないため、衆議院ほど政権と表裏一体の関係ではない。また、議員の任期が
６年という長期で、半数改選とされていることから、議論の安定性や連続性が担保されている。
このことから、参議院には、中長期的な視野に立って慎重な審議を行い、『多様な民意を反映す
る役割』が求められていると言える。また、参議院が「良識の府」と呼ばれ、党派色を薄めて個人
の識見に基づく議論を展開することや、国民の少数意見を汲み取ることが期待されているとい
う認識も、この憲法上の位置付けから導かれる。

投票価値の平等
　　ゆえに、衆議院の場合には、上記のとおり民意の多数派が政権を形成するという機能を持つ

ため、民意の多数派と議席の多数派が一致する必要があり、投票価値の平等がより求められる
と考えられる。

　　一方で参議院も、投票価値の平等という要請から無縁ではないが、憲法上で半数改選が定め
られていることからも、衆議院のように投票価値の平等が厳密に求められるものではなく、直
近の民意に加えて、より中長期的な視点や多様な観点からの審議も期待されているところであ
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る。そのため、投票価値の平等に関しては、衆議院よりも緩やかな制約の下で、地域性や専門性
を重視した選出方法を採ることに一定の合理性があるといえる。

参議院の役割等を踏まえた選挙制度
　　参議院議員選出のための選挙制度のあるべき姿は、多様な意見や専門的な知見を汲み取る

ため、地域を基盤とする性格、職域・職能を基盤とする性格を持つ議員を選出できる制度を基本
としながら、国民に不平等感のない選挙制度・選挙区割りとなるよう工夫したものでなければな
らない。現在の選挙制度改革の議論においても、こうした観点が必要であると考える。

参議院合区の経緯・現状
　　我が国では、戦後から現在に至るまで、人口が７千３百万人から１億２千７百万人へ、約

５千４百万人増加したが、そのほとんどは、関東・中京・関西の３大都市圏に集中した。一方、参議
院の定数は２５０から始まり、沖縄返還の関係で昭和４５年に２５２に増えたが、平成１２年に２４２に
減り、今日に至っている。平成２７年の国勢調査で国全体が人口減少社会に突入してからも、この
急激な人口変動と東京一極集中は止まらず、それ故、都市と地方の１票の較差も大幅に拡大し
た。この結果、５倍前後の較差が継続した上に、衆参の選挙制度の同質性が強まったこと、ねじれ
国会により参議院の権限の強さが再認識されたこと等が主な要因と考えられるが、近年の最高
裁判決では、衆議院の選挙制度に照らし、参議院においても、「投票価値の平等」の原則がより厳
しく求められるようになった。

　　こうした状況の中、選挙制度改革案が議論され、その結果、平成２７年に改正された公職選挙
法により、平成２８年７月、合区（島根県＋鳥取県、徳島県＋高知県）を含む選挙が実施された（選
挙区間の一票の較差は３．０８倍）。

　　この２８年参議院選挙に対する選挙無効訴訟における高裁判決は合憲が６、違憲状態が１０と
なっている。合憲を示した複数の判決では、「国会が抜本的な見直しを行う姿勢を示している」旨
を勘案している。最高裁は今秋にも判決の見通しとの報道がある。

　　平成２７年に改正された公職選挙法の附則では、「平成３１年に行われる参議院議員の通常選
挙に向けて、参議院の在り方を踏まえて、選挙区間における議員一人当たりの人口の較差の是
正等を考慮しつつ選挙制度の抜本的な見直しについて引き続き検討を行い、必ず結論を得るも
のとする」と規定している。
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都道府県単位の選挙区の意義、合区の問題点
　参議院は、職域・職能とともに、地域を基盤とする性格を有するため、都道府県単位を選挙区と

する選挙制度の維持は、以下の理由により、合理性がある。
　　◦政治的、経済的、社会的、文化的に一体的な広域地方自治体である都道府県は、現行憲法よ

りも長い１３０年の歴史を有しており、統治構造として都道府県単位で意思決定がなされて
いる。

　　◦戦後７０年、人口、財政、経済等の都道府県較差が拡大する中、人口比例原則を徹底すれば、
国政が各都道府県の抱える問題を吸い上げる政治的ルートの消滅・機能不全や住民の国
政プロセスへの参加感の喪失につながる。大都市部に経済力、教育水準、就業機会等に加
え、政治力まで集中することとなり、較差拡大の悪循環が加速、固定化するおそれがある。

　　◦緊急集会機能を有する参議院は、衆議院解散時に災害が発生した場合、緊急の法案や予算
案を審議し、効力を発生させる役割を持っている。一方、東日本大震災など災害時において
主体的に対応を行ってきた都道府県は、災害対応において重要な役割を担っている。参議
院は、緊急時においては、地域の被災状況等を国政に届けるとともに、唯一機能できる立法
機関として、災害対応に重要な責務を負い、かつ体制を有する都道府県との調整等を進め
ることで、国・地方が一体となった迅速かつ効果的な対応を実現する必要がある。

　　このように、国民の間で、都道府県が、広域的な地方自治行政の単位として定着し、国政の重
要な受け皿であり、かつ地方自治行政の単位としてこれ以上説得力のある線引きが見いだせな
い中、合区された県では不平等感が高まっている。合区は、地方自治の推進主体でもある都道
府県を無視した緊急避難的な制度であり、国の喫緊の課題となっている地方創生にも逆行する
問題である。

　　合区が実施された県では国政への関心の低下（参議院選挙で最低の投票率）、衆議院解散中
の大規模災害等発生時の地方から国政への声の反映が困難になるとの懸念、選挙区面積の広
大化による活動費等の増加、国会議員と有権者の関係の希薄化（国政に対する参政権の不平
等）、非居住県での地方自治参政権がないとの事実など様々な問題があることが指摘されてい
る。合区となる両県の利害が一致するとは限らないし、人口が少ない地方だからといって国家的
な課題が少ないとは言えない（国境離島、エネルギー・食料供給、国土・環境保全等）。今後も新
たに隣県どうしの合区が進むとなれば、人口規模が更に大きく異なる県どうしの合区の出現が
想定され、その場合、人口の小さい県は事実上、参議院に代表を出せなくなる。また、大都市部
の有権者が人口の少ない地方の議員定数を減らしてまで人口比例原則を更に一方的に進める
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べきことを望んでいるのかという確証がない。仮に、人口比例原則を徹底すれば、都道府県の中
で人口の多いトップ１０の選挙区定数だけでその過半数（１４６議席のうち７４議席）を占めてしま
うこととなり、人口の少ない地方の声がほとんど国政に届かなくなるのは、一目瞭然である。こ
れで良識の府の機能が発揮され、衆議院の機能を補完し、地方創生の推進や国土の均衡ある発
展等を図ることができるとは到底考えられないほか、憲法に規定された二院制を放棄すること
にもつながり、国民生活や経済に責任を持つ政治の立場から、自民党としては到底受け入れら
れない。

合区解消に向けて
　　良識の府、中長期的な政策展望を担う院である参議院では、特別の職域・職能を基盤とする
「全国比例区」と、人口が少ない地方を含め、国政に地方全体の声を適切に反映することがで
きる最も広域的かつ合理的な地方の単位として機能する都道府県を基盤とする「都道府県選挙
区」の２つの選挙制度が国民にも定着し、信頼を得ていると考えられる。

　　このため、合区の解消に向けて、以下について検討すべきと考える。

憲法改正を目指した検討
　　平成２６年最高裁違憲状態判決では、都道府県を「参議院議員の各選挙区の単位としなければ

ならないという憲法上の要請はなく、」「都道府県の意義や実態等をもって上記の選挙制度の仕
組みの合理性を基礎付けるには足りなくなっているものといわなければならない」としている。
これは、現行の憲法において、明確になっていない参議院議員の各都道府県からの選出は、「投
票価値の平等」という憲法上の要請を緩和することには必ずしもならないとの趣旨と理解でき
る。

　　ゆえに、本年秋に出される最高裁判決の内容等を見極めながら、憲法改正を目指した検討を
進めることが考えられる。

　　以下の案が考えられるが、具体的な条文案や選挙制度の仕組み等は憲法改正の議論の中で
さらに検討を進める。

　　◦基本的には、憲法４３条第１項が、国会議員は全国民を代表する議員であるとの国民代表
性、自由委任を規定した条文であることから、改正は必ずしも必要ないと考えられる。その
上で、憲法４７条に、選挙区等の決定において勘案すべき項目として人口、行政区画、国土の
保全・均衡ある発展等を明記するとともに、参議院においては、改選ごとに広域地方自治体

7



である都道府県の区域から少なくとも一人が選出されるよう定めなければならないとの趣
旨を持たせることが重要と考える。

　　　　一方で、全国知事会の意見にあるように、憲法４３条第１項に、参議院が都道府県代表で
ある旨の趣旨を持たせる案もあるが、この場合、参議院の国民代表性や衆議院との権能上
のバランス等への影響も考慮する必要があるなど、課題が多いことに留意する必要があ
る。

　　憲法改正を目指していくが、憲法改正が次回参議院選挙までに間に合わなかった場合等に備
えて、憲法改正を視野に入れた立法府としての考え方を法律レベルで示すために、国会法や公
職選挙法において参議院の在り方等に関する条文を追加できるよう検討を進める。同時に、選
挙区等の決定において、人口比例原則以外の勘案すべき項目についての追加も検討する。

　　ただし、憲法１４条をもとに究極の投票価値の平等の実現を求める違憲訴訟が止むことはな
いと考えられるため、根本的な問題解決のためには憲法改正が必要である。

　　憲法改正までの暫定的措置として、以下の選挙制度の具体的な考え方が考えられる。
　　なお、暫定措置であるため、憲法改正が実現した際には、定数の在り方や具体的な選挙制度

の仕組みについて、各党とも議論の上、最終的な結論を得る。
　　◦決算、政府開発援助、危機管理・災害対応等の機能強化のため、また、改選ごとに各都道府

県から少なくとも１名の参議院議員の選出を確保するため、議員定数是正を検討する。そ
の際、究極の投票価値の平等を実現している比例区の定数や衆議院・参議院を合わせた国
会議員全定数を勘案して検討することも考えられる。

　　◦上記定数是正に加えて、次の改革案についても引き続き検討する必要がある（次の改革案
を組み合わせることも含めて検討する必要がある。）。

　　　➡４７の都道府県選挙区を２つのグループに分け、それぞれ６年ごとに全改選する方法（改
選年により選挙区に投票できるグループとできないグループができることに留意）

　　　➡現行の選挙区における３年ごとの半数改選において、各都道府県を選挙区の単位とした
上で、定数１も可能とする奇数区案を採用する方法（定数１の選挙区では６年に１度しか選
挙区に投票できないことに留意）

　　　➡単純な連記制を採用する方法（都市部の１票の価値が軽いとの訴えに応えることができ
るが、選挙区人口と議員定数の比に変化はないことに留意）

　　　➡人口の多い選挙区を分区する方法（都道府県単位にすべきとの結論に矛盾すること、分
区されても選挙区人口と議員定数の比に変化はないことに留意）
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参議院改革
　　参議院改革に当たっては、決算・行政監視・政策評価に関する審議の更なる強化を進めるほ

か、任期が長く、解散がないことから中長期的な課題に取り組むことができるという参議院の特
徴を活かして、調査会活動とともに、ＯＤＡ審査や外交に関する審議の更なる充実を図る。また、
憲法上、認められた衆議院解散時の参議院緊急集会の意義を再認識して、危機管理・災害対応
に強い参議院という特徴を打ち出し、これに相応しい体制を整備する。

　　また、地方自治や地方分権等の基本に関する法案の優先的な審議権を持つようにするなど、
この観点からの予算、法案の審議を強化する。

　　両院の役割の違いを踏まえ、「良識の府」、「熟考の府」などと認識されている参議院では、二
大政党制を視野に入れた衆議院選挙制度の下、政権与党と野党との間で激しい対立がある中、
選挙の結果等でどのような議席構成になっても、国会での意思決定を停滞させない体制をつく
るために、具体的には、「ねじれ国会」となっても意思決定でき、国民生活に支障が生じないよう、
例えば、両院協議会に関するあり方の見直し等について検討できるのではないかとの議論があ
る。一方で、参議院が多様な民意を国政に反映させるという役割から、これまでの参議院改革の
成果を踏まえて、審議の充実・強化を図ることで国政の円滑な推進に貢献すべきとの考えもあ
り、慎重な議論が必要になると考えられる。

　　現在、衆議院選挙の選挙区については、衆議院議員選挙区画定審議会設置法に一票の価値
の較差が２倍未満となるように改定を行うこととなっている。この厳密な基準を人口減少社会の
中で今後も採用するかは別途議論が必要であるが、衆参の選挙制度の同質性のほか、衆参の権
限のバランス、すなわち、参議院の権限の強さを最高裁が判例変更（平成１８年合憲判決５．１３
倍、平成２１年合憲判決４．８６倍から平成２４年違憲状態判決５．００倍、平成２６年違憲状態判決４．
７７倍）の理由の一つに挙げたことを考慮すると、衆議院との違いを明確にするための参議院改
革を進める必要がある。

　　これらの点を踏まえながら、選挙制度改革の見直しの動向を見極めつつ、引き続き、憲法、法
令、運用の様々なレベルにおいて参議院改革の検討を深めていく。
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、２
月
の
大
雪

に
か
か
る
農
林
漁
業
被
害
へ
の
対
応
に
つ

い
て
、
昨
年
の
鳥
取
中
部
地
震
へ
の
対
応

2017.02.06　麒麟獅子舞の日本遺産認定に向けて義家
文部科学副大臣に要望活動（東京）

そ
う
し
た
中
、
今
、
自
民
党
に
お
い
て

は
農
林
水
産
関
係
雪
害
対
策
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
を
設
置
し
、
今
冬
の
大
雪
被
害

へ
の
対
策
を
検
討
中
で
す
が
、
や
は
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、
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発
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を
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さ
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そ

し
て
、
今
回
は
、
鳥
取
県
全
域
に
加
え
ま

し
て
、
29
府
県
も
の
多
く
の
地
域
で
農
林

水
産
業
で
深
刻
な
被
害
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
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当
然
な
が
ら
、
そ
れ
以
後
の
大
規
模
な
災

害
で
発
動
さ
れ
た
実
績
が
あ
る
こ
と
に
加

え
、
確
か
に
共
済
の
拡
充
は
良
い
こ
と
で

す
が
、
そ
し
て
加
入
促
進
も
進
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
や
は
り
そ
も
そ
も
加

入
の
要
件
が
厳
し
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
１
農
家
が
保
有
す
る
ハ
ウ
ス
は

全
棟
加
入
が
前
提
で
し
て
、
多
く
の
ハ
ウ

ス
を
保
有
す
る
担
い
手
農
家
で
あ
れ
ば
あ

る
ほ
ど
共
済
加
入
コ
ス
ト
は
増
大
す
る
と

こ
ろ
で
し
て
、
例
え
ば
拡
充
前
と
拡
充
後

で
、
拡
充
後
に
お
い
て
、
拡
充
分
全
て
保

険
で
カ
バ
ー
す
る
と
な
る
と
倍
の
掛
金
額

に
な
る
と
い
っ
た
事
態
で
す
。
そ
の
よ
う

な
事
情
も
あ
り
、
そ
し
て
国
も
把
握
し
て

い
る
と
お
り
、
今
回
の
主
な
被
害
地
域
は

比
較
的
災
害
の
少
な
い
地
域
で
、
加
入
率

は
あ
ま
り
高
い
と
は
言
え
ず
、
近
年
む
し

ろ
低
下
傾
向
で
す
。
ま
た
、
最
近
、
ハ
ウ

ス
の
建
設
費
が
高
く
な
っ
て
い
る
な
ど
の

理
由
で
、
再
建
す
る
に
し
て
も
、
共
済
の

加
入
率
も
高
く
な
く
、
農
業
所
得
も
低
い

中
、
さ
ら
に
は
高
齢
農
家
が
多
い
中
で
は
、

な
か
な
か
再
建
す
る
気
に
な
れ
ず
、
こ
の

際
も
う
農
業
を
や
め
る
し
か
な
い
と
い
っ

た
よ
う
な
声
も
聞
い
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
今
、
生
産
資
材
価
格

の
引
下
げ
や
収
入
保
険
の
創
設
に
よ
る
収

入
安
定
策
の
向
上
な
ど
、
昨
年
の
農
業
競

争
力
強
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
こ
れ
が
法
改
正

を
受
け
て
こ
れ
か
ら
本
格
的
に
実
施
さ
れ

る
予
定
で
す
け
れ
ど
も
、
何
分
ま
だ
始
ま
っ

て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
今
回
被
害
の
あ
っ

た
農
家
の
方
に
は
無
意
味
で
、
届
き
ま
せ

ん
。
何
と
か
頑
張
っ
て
や
り
た
い
と
こ
ろ

を
、
将
来
に
向
か
っ
て
い
い
取
組
が
こ
れ

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
く
の
に
、
む
し
ろ

地
元
で
は
営
農
を
や
め
る
リ
ス
ク
の
方
が

高
い
状
況
で
す
。
更
に
言
う
と
、
昨
年
の

中
部
地
震
で
一
番
大
き
な
被
害
の
あ
っ
た

倉
吉
市
に
お
い
て
は
、
来
月
に
予
定
さ
れ

る
災
害
査
定
を
経
て
、
よ
う
や
く
局
地
激

甚
災
害
、
局
激
の
指
定
を
受
け
る
見
込
み

で
し
て
、
昨
年
の
大
き
な
地
震
被
害
に
加

え
、
そ
れ
か
ら
間
も
な
く
の
記
録
的
な
豪

雪
で
あ
り
、
本
当
に
関
係
者
一
同
、
一
様

に
疲
労
こ
ん
ぱ
い
し
て
い
る
状
況
で
す
。

2017.02.12　伯耆地区郵便局長会通常総会（米子市）

話
を
元
に
戻
し
ま
す
と
、
27
年
２
月
の

共
済
制
度
拡
充
後
の
近
年
の
国
の
対
応
と

し
て
は
、
27
年
の
台
風
15
号
で
局
激
の
指

定
が
さ
れ
た
際
、
ハ
ウ
ス
や
畜
舎
等
の
被

害
が
約
40
億
円
の
状
況
で
も
、
今
回
被
災

地
が
要
望
し
て
い
る
本
体
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
通
常
の
支
援
事
業
の
優
先
採
択
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
前
回
の
鳥
取
中
部
地

震
で
は
、
こ
の
対
象
経
費
は
約
１
億
円
ほ

ど
で
し
た
の
で
諦
め
て
い
ま
し
た
け
れ
ど

も
、
台
風
や
地
震
と
異
な
り
、
大
雪
災
害

で
は
橋
や
堤
防
、
道
路
、
農
地
等
が
損
壊

す
る
わ
け
で
も
な
く
、
激
甚
災
害
に
な
り

に
く
い
の
は
皆
様
御
案
内
の
と
お
り
で
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
今
回
は
、
地
震
で
の

局
激
に
加
え
、
33
年
ぶ
り
の
記
録
的
な
豪

雪
、
さ
ら
に
29
府
県
と
い
う
多
く
の
県
で

大
き
な
被
害
が
生
じ
て
お
り
、
既
に
そ
の

額
は
少
な
く
と
も
50
億
円
を
超
え
る
規
模

に
達
し
て
い
ま
す
。
台
風
で
あ
れ
、
地
震

で
あ
れ
、
豪
雪
で
あ
れ
、
激
甚
に
な
る
な

ら
な
い
は
、
被
害
を
受
け
た
方
に
と
っ
て

は
あ
ま
り
関
係
な
く
、
同
じ
苦
し
み
な
の

で
す
。

こ
の
過
去
に
例
の
な
い
よ
う
な
甚
大
な

気
象
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
つ
い
て
は
、

今
回
、
そ
れ
と
似
た
事
例
と
整
理
可
能
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
現
時
点
で
少
な
く

と
も
50
億
円
も
の
被
害
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
前
例
に
す
る
と
今
後
も
同
様
の
災
害

に
対
応
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
感
じ
で

消
極
的
に
な
ら
ず
に
、
ひ
の
と
と
り
の
本

年
に
お
い
て
、
何
と
か
選
択
を
誤
ら
ず
、

む
し
ろ
こ
れ
か
ら
収
入
保
険
や
コ
ス
ト
効

率
化
の
取
組
が
始
ま
り
対
策
が
強
化
さ
れ

る
一
環
と
し
て
、
当
然
み
な
し
も
含
め
、

共
済
加
入
を
前
提
と
し
た
上
で
、
50
億
円

以
上
も
の
大
き
な
被
害
が
生
じ
た
際
は
国

と
し
て
も
災
害
の
種
類
を
問
わ
ず
し
っ
か

り
と
万
全
の
支
援
を
行
う
と
、
温
か
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
全
国
の
農
林
漁
業
関
係
者
に
発

信
し
て
頂
き
た
い
の
で
す
。

2017.02.18　因幡地区郵便局長会・同夫人会懇親会（鳥取市） 

ま
と
め
る
と
、
多
く
の
被
災
農
林
漁
業

者
の
皆
様
も
含
め
、
こ
れ
か
ら
関
係
者
一

丸
と
な
っ
て
農
政
新
時
代
を
歩
ん
で
い
け

る
よ
う
に
、
今
回
の
大
雪
被
害
に
対
し
て

多
く
の
県
か
ら
要
望
が
あ
る
経
営
体
育
成

支
援
事
業
に
特
段
の
御
配
慮
を
賜
り
た
く
、

是
非
、
山
本
大
臣
に
は
、
最
低
限
、
通
常

事
業
で
の
優
先
採
択
も
含
め
、
所
管
の
経

営
局
へ
的
確
な
指
示
を
出
し
て
頂
く
と
と

も
に
、
豊
富
な
人
脈
と
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
、
そ
し
て
農
林
水
産
業
を
守
る
最
後
の

と
り
で
は
自
分
だ
と
い
う
熱
い
情
熱
で
総
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理
や
財
務
大
臣
と
是
非
調
整
し
て
頂
き
、

熊
本
地
震
等
と
同
様
、
万
全
の
措
置
を
講

じ
て
頂
き
た
く
切
に
要
望
し
ま
す
が
、
大

臣
の
御
決
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

2017.02.18　自民党社支部主催「これからの日本を語る大
講演会」（倉吉市）

答
弁（
山
本
農
林
水
産
大
臣
）

今
般
の
大
雪
、
現
在
把
握
し
て
い
る
範
囲

で
、
日
本
海
側
を
中
心
に
農
業
用
ハ
ウ
ス
の
被

害
が
生
じ
て
い
ま
す
。
被
災
さ
れ
ま
し
た
農
業

者
の
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま

す
。災

害
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
農
業
共
済
へ

の
加
入
等
事
前
の
備
え
が
基
本
で
す
が
、
こ
れ

に
加
え
、
委
員
御
指
摘
の
営
農
意
欲
を
大
事
に

す
る
よ
う
な
災
害
対
策
事
業
、
こ
う
い
っ
た
も

の
が
し
っ
か
り
と
整
備
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
の
意
味
で
、
被
災
農
業
者
向
け

の
経
営
体
育
成
支
援
事
業
は
大
事
な
措
置
で
す

が
、
採
択
要
件
等
々
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
ん
な
中

で
の
悩
み
の
中
か
ら
の
御
質
問
で
す
が
、
私
も

で
き
る
限
り
被
災
者
に
寄
り
添
っ
た
措
置
を
考

え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

平
成
25
年
11
月
か
ら
の
大
雪
被
害
を
踏
ま

え
、
園
芸
施
設
共
済
に
つ
い
て
は
、
御
指
摘
の

平
成
27
年
２
月
か
ら
耐
用
年
数
の
見
直
し
や
補

償
価
格
の
引
上
げ
と
い
っ
た
補
償
の
拡
充
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
上
で
、
事
前
の
備
え

に
加
え
て
、
委
員
の
御
要
望
の
と
お
り
、
今
般

の
大
雪
に
よ
る
災
害
に
ど
う
対
応
す
る
か
に
つ

い
て
は
、
ま
ず
、
大
雪
に
お
け
る
農
業
関
係
者

の
被
害
状
況
の
把
握
に
努
め
る
こ
と
に
今
力
点

を
置
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
踏
ま
え
、
総
合
的

に
関
係
省
庁
と
検
討
を
し
て
い
く
所
存
で
す
。

さ
ら
に
、
勇
気
付
け
ら
れ
る
よ
う
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
の
と
こ

ろ
、
被
災
者
に
寄
り
添
い
、
そ
し
て
総
理
が
言

う
災
害
被
災
者
に
対
し
て
は
何
で
も
す
る
と
い

う
そ
う
い
う
観
点
か
ら
、
事
後
的
に
ど
の
よ
う

に
対
処
す
る
か
と
い
う
こ
と
を
見
極
め
つ
つ
、

関
係
省
庁
、
特
に
総
務
省
と
し
っ
か
り
と
し
た

議
論
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

質
問（
舞
立
）

今
ま
で
で
一
番
温
か
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
大

臣
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
是
非
と
も
、

今
回
、
地
元
の
鳥
取
だ
け
で
は
な
く
、
渡
辺
委

員
長
の
地
元
の
岐
阜
も
、
そ
し
て
兵
庫
や
京
都
、

そ
し
て
山
形
な
ど
、
実
に
多
く
の
県
か
ら
の
切

実
な
要
望
で
す
の
で
、
是
非
と
も
前
向
き
な
対

応
を
し
て
頂
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

2017.02.18　「街頭演説会」（鳥取市）

続
い
て
、
二
点
目
、
青
年
就
農
給
付
金
の
関

係
に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

こ
の
予
算
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
農
業
就
業

者
の
平
均
年
齢
が
66
歳
を
超
え
て
非
常
に
厳
し

い
状
況
の
中
、
世
代
間
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
農

業
就
業
構
造
に
し
て
い
く
た
め
に
、
平
成
35
年

ま
で
に
40
代
以
下
の
農
業
従
事
者
を
40
万
人
に

倍
増
す
る
と
い
う
目
標
で
取
り
組
ん
で
き
た
と

こ
ろ
、
対
象
要
件
、
こ
れ
に
つ
い
て
、
私
か
ら

も
、
原
則
45
歳
未
満
か
ら
50
歳
未
満
に
す
べ
き

と
か
、
親
元
就
農
も
対
象
に
す
べ
き
と
か
、
前

年
所
得
が
２
５
０
万
円
で
給
付
金
打
ち
切
り
の

と
こ
ろ
を
も
っ
と
引
き
上
げ
る
べ
き
と
か
、

様
々
な
政
策
提
案
を
行
い
、
都
度
、
農
水
省
に

は
真
摯
に
改
善
に
努
め
て
き
て
頂
い
た
と
こ
ろ

で
す
。
そ
の
か
い
も
あ
っ
て
か
、
平
成
27
年
度

に
は
40
代
以
下
の
新
規
就
農
者
が
約
２
万
３
千

人
に
増
え
る
な
ど
、
着
実
に
成
果
を
上
げ
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
こ
の
度
、
農
業
競
争
力
強
化
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
お
い
て
、
青
年
就
農
給
付
金
を
含
む

新
規
就
農
・
経
営
継
承
総
合
支
援
事
業
を
衣
替

え
し
て
、
農
業
人
材
力
強
化
総
合
支
援
事
業
の

名
称
と
な
り
、
予
算
も
来
年
度
は
約
８
億
円
増

額
し
て
約
２
０
２
億
円
確
保
さ
れ
た
こ
と
は
評

価
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
事
業
は
大
変
重
要
な
事
業
で
あ
り
、
ま

た
、
今
回
、
名
称
と
共
に
制
度
が
変
更
に
な
り

ま
す
の
で
、
是
非
、
農
業
を
や
ろ
う
と
思
っ
て

い
る
全
国
の
若
い
方
々
に
対
し
、
こ
の
事
業
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
課
題
等
を
整
理
し
た
上

で
、
今
回
改
善
、
拡
充
し
た
点
を
中
心
に
改
正

内
容
の
分
か
り
や
す
い
説
明
を
お
願
い
し
ま
す
。

答
弁（
大
澤
経
営
局
長
）

ま
ず
、
先
生
の
御
指
摘
に
あ
り
ま
し
た
青
年

就
農
給
付
金
事
業
、
こ
れ
平
成
29
年
度
か
ら
、

御
指
摘
の
と
お
り
、
農
業
次
世
代
人
材
投
資
事

業
、
名
前
を
変
更
す
る
予
定
で
す
が
、
こ
の
事

業
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
新
規
参
入
者
に
対
す

る
就
農
初
期
の
所
得
確
保
支
援
と
い
う
原
則
は

踏
ま
え
つ
つ
、
御
指
摘
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
現

場
の
課
題
に
対
応
し
た
改
善
に
努
め
て
き
た
と

こ
ろ
で
す
。

本
年
度
の
、
29
年
度
か
ら
の
見
直
し
に
つ
い

て
は
、
昨
年
末
に
ま
と
め
た
農
業
競
争
力
強
化

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
沿
っ
て
主
に
２
点
改
善
を
し
て

い
ま
す
。
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ま
ず
１
点
目
で
す
が
、
課
題
と
し
て
、
新
規

就
農
者
か
ら
、
資
金
面
で
の
手
当
は
こ
の
事
業

で
確
か
に
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
ほ
か
に
農

地
の
確
保
、
営
農
技
術
の
習
得
、
こ
う
い
う
も

の
を
総
合
的
に
支
援
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う

御
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
い
う
こ
と
を
踏

ま
え
、
今
後
、
資
金
を
活
用
す
る
個
人
ご
と
に
、

普
及
員
な
ど
の
経
営
技
術
面
で
の
サ
ポ
ー
ト
ス

タ
ッ
フ
、
そ
れ
か
ら
更
な
る
資
金
面
で
の
公
庫

等
の
ス
タ
ッ
フ
、
そ
れ
か
ら
農
地
中
間
管
理
機

構
に
よ
る
農
地
確
保
の
サ
ポ
ー
ト
、
こ
う
い
う

３
分
野
で
の
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
を
一
人
ご
と

に
、
要
す
る
に
就
農
者
１
人
当
た
り
３
名
の
サ

ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
を
付
け
る
と
い
う
体
制
を
明

確
化
す
る
こ
と
に
し
ま
し
て
、
更
に
新
規
就
農

者
の
サ
ポ
ー
ト
に
努
め
て
い
き
た
い
と
い
う
の

が
１
点
目
で
す
。

２
点
目
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
は
資
金
で
活
用

す
る
も
の
が
、
５
年
間
、
事
業
を
使
え
る
わ
け

で
す
が
、
な
る
べ
く
早
期
に
本
格
的
な
経
営
に

移
行
し
て
頂
き
た
い
の
で
、
そ
う
い
う
方
を
促

進
す
る
た
め
に
、
早
期
に
交
付
金
を
卒
業
す
る

際
に
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
取
得
等
に
も

使
え
る
よ
う
な
一
時
金
を
交
付
す
る
と
、
こ
う

い
う
よ
う
な
改
善
も
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
こ
の
関
係
の
事
業
と
し
て
は
、
農

の
雇
用
事
業
、
農
業
経
営
確
立
支
援
事
業
と
あ

り
ま
す
が
、
農
の
雇
用
事
業
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
年
間
５
千
人
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
て
、

雇
用
就
農
の
促
進
に
役
立
っ
て
き
た
一
方
で
、

定
着
率
が
低
い
と
い
う
課
題
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
今
度
、
事
業
を
実
施
す

る
希
望
法
人
等
の
要
件
を
、
過
去
の
定
着
率
を

考
慮
し
て
採
択
の
可
否
を
判
断
す
る
こ
と
に
よ

り
ま
し
て
、
こ
の
事
業
の
趣
旨
が
よ
り
一
層
明

確
化
す
る
よ
う
改
善
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
農
業
経
営
確
立
支
援
事
業
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
手

軽
に
受
講
で
き
る
農
業
経
営
講
座
の
配
信
な
ど

を
行
っ
て
き
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
さ
ら
に
、
就

農
後
に
体
系
的
に
農
業
経
営
を
学
び
た
い
、
学

び
直
し
た
い
と
い
う
よ
う
な
御
要
望
が
非
常
に

強
か
っ
た
た
め
、
28
年
度
補
正
予
算
か
ら
で
す

け
れ
ど
も
、
農
業
経
営
塾
と
い
う
、
学
び
直
し

の
場
の
開
講
準
備
を
支
援
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

2017.02.19　鳥取県選出国会議員合同新春懇談会
（米子市・倉吉市・鳥取市）

質
問（
舞
立
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
是
非
、
更
な

る
新
規
就
農
者
の
増
加
に
努
め
て
頂
く
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

次
に
、
林
業
関
係
予
算
に
移
り
ま
す
。
森
林

環
境
税
の
具
体
的
な
制
度
設
計
に
つ
い
て
は
、

年
末
の
税
制
改
正
で
結
論
を
得
る
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
一
昨
年
の
与
党
税
制
改
正
大
綱

で
地
球
温
暖
化
対
策
税
に
つ
い
て
、
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
本
格
的
な
普
及

に
向
け
た
モ
デ
ル
事
業
や
技
術
開
発
、
調
査
へ

の
活
用
の
充
実
を
図
る
こ
と
と
し
、
経
済
産
業

省
、
環
境
省
、
林
野
庁
の
３
省
庁
は
連
携
し
て

取
り
組
む
と
記
述
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
一
昨

年
の
大
綱
と
い
う
こ
と
で
、
本
年
度
は
な
か
な

か
時
間
が
足
り
ず
、
本
年
度
は
３
省
に
と
っ
て

準
備
期
間
的
な
も
の
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、

来
年
度
か
ら
は
本
格
的
な
取
組
を
し
て
頂
け
る

も
の
と
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
こ
で
、
ま
ず
、
森
林
吸
収
源
対
策
と
し
て
、

林
野
庁
の
森
林
整
備
事
業
の
予
算
は
、
28
補
正
、

29
当
初
を
合
わ
せ
て
、
昨
年
の
27
補
正
と
28
当

初
と
比
較
し
て
ど
の
程
度
増
額
確
保
さ
れ
た
の

か
伺
い
ま
す
と
と
も
に
、
次
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

特
会
で
す
が
、
こ
の
特
会
の
予
算
を
活
用
し
て

本
年
度
か
ら
来
年
度
に
向
け
て
ど
の
よ
う
に
施

策
や
予
算
が
拡
充
さ
れ
た
の
か
、
さ
ら
に
は
、

本
年
度
新
規
に
地
方
財
政
措
置
さ
れ
た

５
０
０
億
円
は
引
き
続
き
来
年
度
も
措
置
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
、
何
か
拡
充
さ
れ
る
も

の
は
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
、
林
野
庁
か
ら
ま

と
め
て
答
弁
を
お
願
い
し
ま
す
。

答
弁（
今
井
林
野
庁
長
官
）

森
林
吸
収
源
対
策
に
つ
い
て
は
、
昨
年
５
月

に
閣
議
決
定
さ
れ
た
地
球
温
暖
化
対
策
計
画
に

基
づ
き
、
間
伐
等
の
適
切
な
森
林
整
備
や
木
材
、

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
の
推
進
等
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

2017.02.25　大山悟道場「意見交換会」（米子市）

お
尋
ね
の
財
源
措
置
に
つ
い
て
で
す
が
、
ま

ず
、
間
伐
等
を
推
進
す
る
森
林
整
備
事
業
に
つ

い
て
は
、
29
年
度
当
初
予
算
案
と
28
年
度
補
正

予
算
を
合
わ
せ
た
予
算
規
模
は
１
，
５
１
３
億

円
と
な
っ
て
い
ま
し
て
、
補
正
予
算
が
増
額
さ

れ
た
こ
と
も
あ
り
、
前
年
度
の
当
初
・
補
正
予

算
の
合
計
額
に
比
べ
、
１
４
０
億
円
の
増
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。

次
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
特
別
会
計
の
予
算

に
つ
い
て
で
す
が
、
28
年
度
の
与
党
税
制
改
正

大
綱
に
お
い
て
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
用
や
木
材
の
マ
テ
リ
ア
ル
利
用
へ
の
活

用
の
充
実
を
図
る
と
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
経

済
産
業
省
や
環
境
省
と
連
携
し
て
検
討
を
行
っ
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た
結
果
、
29
年
度
か
ら
新
た
に
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
木
質

部
材
を
用
い
た
建
築
物
の
整
備
等
を
支
援
す
る

新
規
事
業
を
計
上
す
る
な
ど
、
予
算
枠
を
拡
大

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

さ
ら
に
、
地
方
財
政
措
置
に
つ
い
て
は
、
与

党
税
制
改
正
大
綱
等
も
踏
ま
え
、
森
林
の
整
備

等
に
関
し
て
一
定
の
知
識
を
持
つ
林
業
技
術
者

の
活
用
に
要
す
る
経
費
を
追
加
す
る
な
ど
の
見

直
し
を
行
っ
た
上
で
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、

５
０
０
億
円
が
計
上
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

農
林
水
産
省
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
引
き
続

き
関
係
省
庁
と
も
連
携
を
取
っ
て
森
林
吸
収
源

対
策
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

2017.03.11　自民党鳥取県連主催「どうする日本‼憲法改
正を考える県民大会」（米子市）

質
問（
舞
立
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
増

え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
是
非
、
森
林
整
備

予
算
に
つ
い
て
は
、
私
の
地
元
鳥
取
も
含
め
、

広
く
全
国
に
増
額
を
波
及
さ
せ
て
頂
く
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
そ
し
て
、
や
は
り
経

産
省
や
環
境
省
の
予
算
に
つ
い
て
は
、
な
か
な

か
林
業
関
係
者
に
と
っ
て
知
ら
な
い
こ
と
が
多

い
と
聞
い
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
周
知
の
面
も

徹
底
し
て
、
よ
り
改
善
、
拡
充
に
努
め
て
頂
く

よ
う
、
地
方
財
政
措
置
の
件
も
併
せ
て
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

次
に
、
水
産
業
の
関
係
に
移
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
水
産
日
本
の
復
活
に
当
た
っ
て
は
、
水

産
庁
の
皆
様
に
、
で
き
る
限
り
現
場
の
要
望
を

反
映
し
た
施
策
、
予
算
づ
く
り
に
努
力
し
て
頂

い
て
い
る
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
と
思
い

ま
す
。
一
方
、
未
だ
解
決
す
べ
き
課
題
は
多
々

あ
り
ま
す
の
で
、
一
層
の
御
活
躍
、
御
尽
力
を

お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

１
点
目
で
す
が
、
こ
の
度
５
年
に
１
度
の
改

定
作
業
を
進
め
ら
れ
て
い
る
水
産
基
本
計
画
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
検
討
過
程
で
重
要
な
論
点
は

既
に
幅
広
く
網
羅
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

以
前
か
ら
申
し
上
げ
て
い
る
と
お
り
、
昨
年
の

年
末
、
地
元
で
は
漁
船
が
転
覆
し
て
４
名
が
死

亡
、
５
名
が
行
方
不
明
と
い
う
痛
ま
し
い
事
故

が
発
生
し
ま
し
た
。
そ
の
際
に
鮮
明
に
な
っ
た

の
が
漁
船
の
老
朽
化
で
あ
り
、
漁
船
建
造
へ
の

国
の
支
援
が
な
か
な
か
十
分
で
は
な
い
と
い
う

問
題
で
す
。

漁
船
の
法
定
耐
用
年
数
は
最
大
の
も
の
で

も
12
年
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
船
齢
30
年
を
超

え
る
漁
船
は
全
国
に
数
多
く
存
在
し
ま
す
。
例

え
ば
、
遠
洋
沖
合
主
体
の
中
・
大
型
の
漁
船
に

つ
い
て
は
全
国
に
約
１
，
４
０
０
隻
あ
り
ま
す

が
、
船
齢
20
年
以
上
が
６
割
、
26
年
か
ら
30
年

経
過
し
て
い
る
船
が
最
も
多
い
状
況
で
し
て
、

い
か
に
危
険
な
状
態
で
漁
師
さ
ん
達
が
船
に

乗
っ
て
い
る
か
、
こ
れ
は
な
か
な
か
幾
ら
安
全

対
策
を
講
じ
て
も
限
界
が
あ
る
問
題
と
思
っ
て

い
ま
し
て
、
大
地
で
行
う
農
林
業
と
異
な
り
、

漁
業
の
場
合
、
も
し
漁
船
が
故
障
し
た
り
転
覆

し
た
場
合
は
即
、
命
に
関
わ
る
問
題
で
す
の
で
、

早
急
な
対
応
が
必
要
と
認
識
し
て
い
ま
す
。2017.03.12　境港外港竹内南地区貨客船ターミナル着工

記念式（境港市）

そ
の
よ
う
な
中
で
、
漁
船
建
造
に
関
す
る
必

要
性
や
重
要
性
、
緊
急
性
は
十
分
承
知
頂
い
て

い
る
と
思
い
ま
す
の
で
余
り
長
々
と
は
話
し
ま

せ
ん
が
、
幾
ら
漁
港
、
漁
場
、
そ
し
て
漁
村
の

環
境
を
良
く
し
て
も
、
漁
師
さ
ん
た
ち
の
生
命

線
で
あ
る
漁
船
が
余
り
に
古
く
、
そ
し
て
と
て

も
清
潔
と
は
言
え
な
い
環
境
で
は
、
危
険
な
こ

と
は
当
然
で
す
が
、
効
率
性
の
問
題
の
ほ
か
、

や
は
り
、
漁
へ
の
意
欲
、
若
い
新
規
漁
業
者
の

確
保
が
こ
れ
も
重
要
課
題
で
あ
る
中
、
今
の
状

況
で
は
新
た
に
漁
業
を
や
ろ
う
、
や
り
た
い
と

い
う
気
に
な
か
な
か
な
れ
な
い
の
で
は
な
い
か

と
個
人
的
に
思
っ
て
い
ま
す
。

浜
の
再
生
を
確
実
に
行
い
、
水
産
日
本
の
復

活
を
果
た
す
た
め
、
さ
ら
に
は
10
兆
円
以
上
と

も
言
わ
れ
る
水
産
の
多
面
的
機
能
の
維
持
・
発

揮
、
そ
し
て
食
料
や
領
海
、
排
他
的
経
済
水
域

な
ど
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
も
、
漁
業
者
が
い

な
く
な
っ
て
は
元
も
子
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

漁
船
の
老
朽
化
問
題
等
を
契
機
と
し
て
、
漁
船

建
造
の
計
画
的
な
更
新
や
そ
れ
に
対
す
る
国
の

重
点
的
な
支
援
の
必
要
性
等
に
関
す
る
対
応
方

針
に
つ
い
て
、
新
た
な
水
産
基
本
計
画
の
重
要

な
柱
の
一
つ
に
入
れ
て
頂
き
、
現
行
の
漁
船
建

造
に
対
す
る
国
の
支
援
策
を
大
幅
に
拡
充
し
て

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
御
見
解
と
御
決
意

を
お
願
い
し
ま
す
。

答
弁（
礒
崎
農
林
水
産
副
大
臣
）

御
指
摘
の
指
定
漁
業
漁
船
に
つ
い
て
は
、
建

造
後
20
年
を
経
過
し
た
も
の
が
全
体
の
約
６
割

を
占
め
て
お
り
、
漁
船
の
適
切
な
更
新
は
、
水

産
業
の
体
質
強
化
と
担
い
手
確
保
の
点
か
ら
も

大
き
な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
漁
業
構
造
改
革
総
合
対
策
事

業
、
い
わ
ゆ
る
も
う
か
る
漁
業
創
設
支
援
事
業

に
お
い
て
、
収
益
性
向
上
の
実
証
へ
の
取
組
を

支
援
し
て
い
ま
し
て
、
28
年
度
補
正
で
34
億
円
、

29
年
度
当
初
予
算
で
40
億
円
を
計
上
し
、
省
エ

ネ
、
省
力
化
や
居
住
性
に
優
れ
た
高
性
能
漁
船

の
導
入
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
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ま
た
、
水
産
業
競
争
力
強
化
漁
船
導
入
緊
急

支
援
事
業
に
お
い
て
、
地
域
の
中
核
的
漁
業
者

に
対
し
リ
ー
ス
方
式
に
よ
る
新
た
な
漁
船
の
導

入
等
を
支
援
し
て
お
り
、
27
年
度
補
正
で
70
億

円
、
28
年
度
補
正
で
こ
の
倍
額
の
１
４
３
億
円

を
措
置
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

農
林
水
産
省
と
し
ま
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
事

業
を
活
用
し
つ
つ
、
こ
う
し
た
こ
と
を
通
じ
て

漁
船
の
更
新
が
一
層
進
み
ま
す
よ
う
、
予
算
の

獲
得
に
努
力
を
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
水
産
基
本
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

は
、
水
産
政
策
審
議
会
等
の
議
論
を
踏
ま
え
な

が
ら
現
在
鋭
意
検
討
し
て
い
ま
す
の
で
、
御
指

摘
を
踏
ま
え
つ
つ
適
切
に
対
応
し
て
参
り
ま
す
。

質
問（
舞
立
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
も

何
と
か
拡
充
に
努
力
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
評
価

し
つ
つ
、
な
お
一
層
の
対
策
の
強
化
を
し
て
頂

き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

最
後
、
資
源
管
理
の
問
題
に
つ
い
て
、
２
年

前
に
も
触
れ
ま
し
た
が
、
再
度
質
問
し
ま
す
。

ク
ロ
マ
グ
ロ
の
資
源
管
理
の
関
係
に
つ
い

て
は
、
過
激
な
資
源
保
護
派
や
現
実
派
な
ど
、

色
々
な
話
が
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
こ
れ
に

つ
い
て
は
冷
静
に
科
学
的
な
根
拠
に
基
づ
き
、

そ
し
て
高
度
回
遊
魚
で
す
の
で
、
日
本
だ
け
で

対
応
で
き
る
問
題
で
は
な
く
、
日
本
だ
け
ま
じ

め
に
や
っ
て
バ
カ
を
み
て
も
意
味
が
な
い
と
、

国
際
的
な
枠
組
み
に
基
づ
い
て
適
切
に
資
源
管

理
を
や
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
主
張
し
て
き

ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
や
は
り
関
係
者
が

納
得
で
き
る
し
っ
か
り
と
し
た
資
源
調
査
、
評

価
が
重
要
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
こ

こ
の
と
こ
ろ
、
こ
の
資
源
調
査
、
研
究
評
価
体

制
の
予
算
に
つ
い
て
は
、
27
当
初
の
約
25
億
円

か
ら
28
当
初
の
約
28
億
円
と
、
そ
し
て
来
年
度

当
初
で
約
31
億
円
と
着
実
に
予
算
を
増
額
確
保

し
て
頂
い
て
い
る
こ
と
に
は
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

2017.03.18　「コナンの家」米花商店街オープニング
セレモニー（北栄町）

時
間
の
都
合
上
、
は
し
ょ
り
な
が
ら
進
め
ま

す
が
、
御
承
知
の
と
お
り
、
先
ほ
ど
、
ク
ロ
マ

グ
ロ
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
高
度
回
遊
魚
で
あ

る
と
か
国
際
的
な
枠
組
み
が
必
要
で
あ
る
と
か

色
々
申
し
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
現
在
、

科
学
的
な
根
拠
に
基
づ
き
国
際
的
な
枠
組
み
で

２
年
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
の

２
年
ほ
ど
、
日
本
海
生
ま
れ
、
南
西
諸
島
生
ま

れ
の
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
加
入
量
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

調
査
で
は
、
26
年
か
ら
27
年
に
か
け
て
増
加
、

そ
し
て
速
報
で
は
28
年
も
27
年
か
ら
増
加
の
見

込
み
の
ほ
か
、
未
承
認
や
未
報
告
に
よ
る
不
適

切
な
漁
獲
が
あ
っ
た
長
崎
や
三
重
県
で
も
ク
ロ

マ
グ
ロ
が
捕
れ
る
か
ら
捕
っ
て
い
る
と
い
う
状

況
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
ま
た
２
年
前
以
上
か

ら
の
ま
き
網
団
体
の
自
主
的
な
取
組
の
成
果
等

も
あ
り
ま
し
て
、
私
は
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
資
源
は

少
し
ず
つ
着
実
に
増
加
し
て
い
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

そ
う
し
た
中
で
、
本
年
、
次
の
２
０
３
０
年

ま
で
の
中
間
目
標
を
作
成
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
関
係
上
、
簡
潔
に
言
う
と
、
再
度
目
標
を

作
る
に
当
た
り
ま
し
て
、
現
場
が
混
乱
す
る
よ

う
な
、
日
本
の
水
産
業
が
衰
退
す
る
よ
う
な
中

間
目
標
だ
け
に
は
絶
対
し
な
い
で
頂
き
た
い
と

い
う
こ
と
で
す
。
当
然
、
現
場
と
は
、
漁
業
者

だ
け
で
な
く
、
卸
、
仲
買
、
製
氷
、
運
送
、
飲

食
業
等
、
裾
野
が
広
い
水
産
関
係
者
の
こ
と
を

指
し
ま
す
が
、
厳
し
い
資
源
管
理
の
下
で
、
水

産
日
本
の
復
活
と
地
方
創
生
に
今
関
係
者
一
同

一
丸
と
な
っ
て
必
死
に
取
り
組
ん
で
い
る
中
、

そ
し
て
資
源
は
着
実
に
回
復
し
て
い
る
途
上
に

お
い
て
、
私
は
今
以
上
の
厳
し
い
管
理
を
行
う

必
要
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
し
、
現
在
の
取

組
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
で
も
、
仮
に
低
加
入

が
続
い
た
場
合
で
も
、
暫
定
回
復
目
標
で
あ
る

歴
史
的
中
間
値
、
４
万
１
千
ト
ン
で
す
が
、
こ

れ
は
６
割
以
上
の
確
率
で
達
成
可
能
で
す
。
そ

し
て
、
２
０
３
４
年
に
は
平
成
一
桁
時
代
の
か

な
り
多
く
捕
れ
た
時
期
の
約
６
万
ト
ン
ま
で
回

復
す
る
見
込
み
で
あ
る
こ
と
を
十
二
分
に
踏
ま

え
る
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
回
、
Ｗ
Ｃ
Ｐ
Ｆ
Ｃ
か
ら
の
示
唆
と
は
い

え
、
初
期
資
源
量
と
い
う
非
現
実
的
な
仮
定
で
、

そ
の
20
％
、
実
に
今
の
資
源
量
の
十
倍
の
13
万

ト
ン
で
す
。
そ
れ
を
２
０
３
４
年
ま
で
に
早
急

に
回
復
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
っ
た
よ

う
な
示
唆
と
い
う
の
は
、
そ
の
根
拠
は
甚
だ
私

は
不
明
で
あ
り
、
疑
問
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。ま

と
め
ま
す
と
、
４
月
に
Ｉ
Ｓ
Ｃ
の
太
平
洋

ク
ロ
マ
グ
ロ
に
関
す
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
会

合
の
議
論
を
踏
ま
え
、
本
年
、
北
小
委
で
作
成

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
次
期
中
間
目
標
に
向

け
、
水
産
庁
に
は
是
非
、
現
場
の
関
係
者
に
悪

影
響
が
生
じ
な
い
よ
う
に
、
科
学
的
根
拠
に
基

づ
い
た
冷
静
な
議
論
を
展
開
し
て
頂
く
と
と
も

に
、
人
類
そ
し
て
漁
業
の
営
み
は
永
遠
に
続
く

も
の
で
す
の
で
、
中
長
期
的
視
点
で
現
実
的
に

取
組
可
能
な
目
標
を
作
成
し
て
頂
く
よ
う
お
願

い
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
御
見
解
と
御
決
意

を
お
願
い
し
ま
す
。

2017.03.18　第３回境港おさかなロード大漁祭（境港市）
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答
弁（
佐
藤
水
産
庁
長
官
）

た
だ
い
ま
先
生
の
方
か
ら
御
指
摘
あ
っ
た

わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
我
が
国
と
し

ま
し
て
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｃ
に
よ
る
科
学
的
な
検
討
結

果
を
踏
ま
え
つ
つ
、
国
内
漁
業
者
に
対
す
る
影

響
が
最
小
限
と
な
る
よ
う
な
次
期
中
間
目
標
に

す
べ
く
、
関
係
国
と
議
論
し
て
い
き
た
い
と
、

こ
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

質
問（
舞
立
）

時
間
が
な
く
な
っ
た
中
、
簡
潔
で
的
を
得
た

答
弁
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
終
わ
り

ま
す
。

平
成
29
年
４
月
６
日

　
◦
国
家
戦
略
特
別
区
域
に
お
け
る
獣
医

学
部
の
新
設
問
題

2017.03.24　自民党農林部会農林水産災害対策PTによる
大雪被害対策に係る山本農林水産大臣への要望活動（東京）

質
問（
舞
立
）

今
日
の
質
問
時
間
は
10
分
と
短
い
の
で
、
早

速
質
問
に
入
り
ま
す
。
１
点
目
で
す
が
、
国
家

戦
略
特
区
に
お
け
る
獣
医
学
部
の
新
設
問
題
に

つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

本
件
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
、
１
点
目
、

獣
医
学
部
の
新
設
の
是
非
に
つ
い
て
、
獣
医
師

の
需
要
は
足
り
て
お
り
、
新
設
の
抑
制
を
行
っ

て
い
る
中
で
、
国
家
戦
略
特
区
で
認
め
ら
れ
た

理
由
が
合
理
的
で
な
い
、
２
点
目
、
国
家
戦
略

特
区
で
の
認
定
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
は
構
造

改
革
特
区
で
新
設
を
認
め
て
こ
な
か
っ
た
の
に
、

安
倍
政
権
の
国
家
戦
略
特
区
の
下
、
速
や
か
に

認
め
ら
れ
た
の
は
不
自
然
で
は
な
い
か
、
そ
し

て
、
今
治
市
の
提
案
が
採
用
さ
れ
、
京
都
や
新

潟
か
ら
の
提
案
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
理
由
や

経
緯
が
不
透
明
で
は
な
い
か
、
そ
し
て
、
三
点

目
、
公
募
手
続
や
決
定
過
程
に
つ
い
て
、
内
閣

府
、
文
科
省
が
告
示
で
獣
医
学
部
の
新
設
を
一

校
に
限
る
と
し
た
こ
と
や
、
京
都
じ
ゃ
な
く
て

今
治
に
決
め
た
こ
と
に
つ
い
て
、
一
体
い
つ
、

ど
こ
で
、
誰
が
決
め
た
の
か
、
内
閣
府
、
文
科

省
、
農
水
省
で
ど
の
よ
う
に
議
論
、
調
整
し
て

決
め
た
の
か
な
ど
、
一
連
の
経
緯
が
不
透
明
で

は
な
い
か
、
そ
し
て
４
点
目
で
す
が
、
安
倍
総

理
の
交
友
関
係
等
の
影
響
に
つ
い
て
、
安
倍
総

理
と
加
計
学
園
理
事
長
と
の
長
年
の
交
友
関
係

が
今
回
の
決
定
に
相
当
有
利
に
、
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
に
働
い
た
の
で
は
な
い
か
等
々
、
様
々

な
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
国
家

戦
略
特
区
に
よ
る
学
部
新
設
の
問
題
は
、
あ
く

ま
で
内
閣
府
と
文
科
省
の
所
管
で
あ
り
、
農
林

水
産
委
員
会
で
こ
の
問
題
を
詰
め
て
も
限
界
が

あ
る
と
こ
ろ
、
与
党
理
事
の
立
場
と
し
て
は
こ

の
辺
で
一
定
の
整
理
を
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
が
、
先
ほ
ど
指
摘
し
た
点
に
対
す
る
説

明
を
含
め
、
改
め
て
今
回
の
問
題
に
関
す
る
一

連
の
経
緯
や
事
実
関
係
等
に
つ
い
て
、
内
閣
府

か
ら
三
省
ま
と
め
て
詳
し
く
丁
寧
に
答
弁
を
お

願
い
し
ま
す
。

答
弁（
松
本
内
閣
府
副
大
臣
）

一
連
の
経
緯
や
事
実
関
係
い
か
ん
と
い
う

こ
と
で
御
質
問
を
頂
き
ま
し
た
。
ま
ず
申
し
上

げ
た
い
の
は
、
今
回
の
獣
医
学
部
の
新
設
に
つ

い
て
は
、
長
年
全
く
実
現
で
き
な
か
っ
た
改
革

を
、
慎
重
派
の
御
意
見
に
も
十
分
に
配
慮
を
し

た
上
で
、
ま
ず
は
一
校
を
成
功
さ
せ
る
べ
く
今

治
市
を
選
定
し
た
も
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、

新
潟
市
や
最
近
登
場
し
ま
し
た
京
都
府
の
提
案

を
落
と
し
た
と
い
う
認
識
は
な
く
、
今
後
、
引

き
続
き
検
討
し
て
い
く
所
存
で
す
し
、
そ
の
具

体
化
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
私
ど
も

と
し
て
は
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

歴
史
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
こ
の
獣
医
学
部

の
新
設
は
、
平
成
19
年
か
ら
８
年
近
く
今
治
市

が
唯
一
の
提
案
者
と
し
て
提
案
を
続
け
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
こ
れ
に
応
え
た
鳩
山
政
権

の
時
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
対
応
不
可
だ
っ

た
も
の
を
実
現
に
向
け
検
討
に
格
上
げ
を
さ
れ

ま
し
た
。
安
倍
政
権
が
更
に
前
進
を
さ
せ
、
昨

年
11
月
の
規
制
改
革
の
決
定
、
今
年
１
月
の
制

度
化
に
こ
ぎ
着
け
た
と
こ
ろ
で
す
。
そ
し
て
、

今
治
市
が
こ
れ
を
い
ち
早
く
事
業
化
す
べ
く
即

座
に
構
成
員
を
公
募
し
、
区
域
計
画
に
位
置
付

け
、
今
年
１
月
20
日
の
計
画
認
定
に
至
っ
た
も

の
で
す
。

獣
医
学
部
の
新
設
に
は
10
年
間
に
及
ぶ
多

く
の
主
体
の
多
く
の
判
断
、
多
く
の
議
論
、
多

く
の
合
意
が
積
み
重
な
っ
て
い
る
も
の
と
認
識

を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
活
性
化
や
国
際

競
争
力
強
化
の
た
め
提
案
を
続
け
た
四
国
の
一

地
方
都
市
、
今
治
市
の
熱
意
が
最
大
の
原
動
力

と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

2017.04.01　やずミニSL博物館「やずぽっぽ」竣工式
（八頭町）

事
業
者
で
あ
る
加
計
学
園
に
つ
い
て
申
し

上
げ
ま
す
。
平
成
19
年
に
今
治
市
が
初
め
て
構

造
改
革
特
区
の
提
案
を
行
っ
た
時
の
提
案
書
に

は
、
市
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
加
計
学
園
の
名

が
明
記
を
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
提

案
を
こ
れ
ま
で
の
歴
代
政
権
が
実
現
に
向
け
た

ス
テ
ッ
プ
を
一
段
一
段
と
積
み
上
げ
て
き
た
結

果
が
現
在
の
姿
で
あ
る
と
認
識
を
し
て
い
ま
す
。



17

地
域
を
限
る
、
一
校
に
限
る
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
約
50
年

に
わ
た
り
定
員
増
す
ら
な
か
っ
た
獣
医
学
部
の

新
設
に
獣
医
師
の
方
々
が
大
き
な
不
安
感
を
抱

く
の
は
当
然
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
声
に

耳
を
傾
け
つ
つ
、
新
た
な
分
野
と
切
迫
す
る
需

要
に
対
応
し
た
獣
医
学
部
の
新
設
を
い
ち
早
く

実
現
す
る
た
め
、
ま
ず
は
地
域
と
数
を
限
っ
た

も
の
で
す
。

委
員
の
皆
様
方
に
は
、
た
だ
い
ま
御
説
明
し

た
10
年
に
及
ぶ
歴
史
を
念
頭
に
置
い
て
頂
い
て
、

最
近
の
経
緯
、
特
に
、
制
度
改
正
を
決
め
た
昨

年
11
月
の
諮
問
会
議
の
取
り
ま
と
め
、
一
校
に

限
っ
た
昨
年
12
月
の
三
大
臣
の
合
意
の
確
認
を

始
め
と
す
る
論
点
に
つ
い
て
、
私
か
ら
説
明
を

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

ま
ず
、
獣
医
師
等
の
需
給
と
の
関
係
で
す
け

れ
ど
も
、
産
業
動
物
獣
医
師
は
地
域
偏
在
に
よ

り
現
に
確
保
が
困
難
な
地
域
が
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
近
年
、
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
な
ど
の
分

野
に
お
い
て
具
体
的
な
需
要
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
地
域
を
限
っ
て
新
設
を

認
め
る
こ
と
を
基
本
的
な
方
針
と
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

次
に
、
調
整
の
経
緯
で
す
け
れ
ど
も
、
昨
年

の
10
月
下
旬
、
山
本
幸
三
大
臣
の
御
指
示
、
御

判
断
の
下
、
内
閣
府
の
事
務
方
が
取
り
ま
と
め

の
原
案
を
作
成
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
10
月

末
に
内
閣
府
の
事
務
方
が
文
科
省
の
高
等
教
育

局
、
農
水
省
の
消
費
・
安
全
局
に
提
示
を
し
、

省
庁
間
調
整
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
11

月
初
め
、
事
務
的
な
調
整
を
終
え
、
最
終
的
に

は
山
本
幸
三
大
臣
に
内
容
を
確
認
頂
い
て
、
11

月
９
日
の
諮
問
会
議
で
の
取
り
ま
と
め
案
と
さ

せ
て
頂
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

2017.04.09　ふるさとふれあい芸能まつり（倉吉市）

続
き
ま
し
て
、
一
校
に
限
っ
た
経
緯
に
つ
い

て
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
12
月
８
日
に
日
本
獣

医
師
会
か
ら
一
校
と
す
る
よ
う
要
請
が
あ
っ
た

と
こ
ろ
で
す
。
12
月
17
日
の
締
切
り
の
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
お
い
て
約
８
割
が
慎
重
な

意
見
で
あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
12
月
20
日
前

後
に
山
本
幸
三
大
臣
が
一
校
に
限
る
こ
と
を
決

断
さ
れ
、
通
常
と
同
様
に
事
務
方
に
指
示
を
な

さ
れ
ま
し
た
。
12
月
22
日
に
、
事
務
方
の
原
案

を
基
に
、
山
本
幸
三
大
臣
が
目
を
通
し
、
内
閣

府
か
ら
文
科
省
高
等
教
育
局
と
農
水
省
消
費
・

安
全
局
に
提
示
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
12
月

22
日
夕
方
ま
で
に
通
常
と
同
じ
く
事
務
方
で
文

言
調
整
の
後
、
案
を
両
省
の
局
長
等
か
ら
大
臣

に
報
告
し
、
異
議
は
な
か
っ
た
た
め
、
三
大
臣

合
意
と
な
っ
た
も
の
で
す
。
そ
れ
を
受
け
ま
し

て
、
本
年
１
月
４
日
、
一
校
に
限
る
旨
を
明
記

し
た
告
示
を
制
定
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

そ
の
上
で
、
最
終
的
に
は
、
京
都
府
よ
り
も

今
治
市
の
方
が
事
業
の
早
期
実
現
性
と
い
う
観

点
か
ら
熟
度
が
高
い
こ
と
を
踏
ま
え
、
山
本
幸

三
大
臣
の
判
断
で
今
治
市
の
区
域
会
議
に
お
い

て
事
業
者
募
集
を
行
う
こ
と
を
決
定
し
、
本
年

１
月
４
日
か
ら
公
募
を
開
始
し
た
も
の
で
す
。

国
家
戦
略
特
区
で
実
現
を
し
た
理
由
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
す
。
近
年
、
感
染
症
拡
大
に

係
る
危
機
管
理
の
重
要
性
が
高
ま
る
中
、
水
際

対
策
や
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
分
野
で
具
体
的
な

需
要
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
獣
医
師

を
取
り
巻
く
状
況
の
大
き
な
変
化
を
受
け
て
獣

医
学
部
新
設
を
認
め
た
も
の
で
あ
り
、
国
家
戦

略
特
区
に
な
っ
た
か
ら
実
現
を
し
た
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

2017.04.16　宇倍神社「御幸祭」（鳥取市）

京
都
府
、
京
都
産
業
大
学
の
提
案
に
つ
い
て

申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
10
月
５
日
に
京
都
府
、

京
都
産
業
大
学
か
ら
具
体
的
な
提
案
が
あ
っ
た

た
め
、
昨
年
10
月
17
日
の
特
区
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
で
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
８
年
か
け
て
具
体
的
な
提
案
を
積

み
上
げ
て
き
た
今
治
市
が
他
の
提
案
よ
り
優
れ

て
お
り
、
そ
し
て
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
先

般
の
委
員
会
の
審
議
の
中
で
も
私
の
方
か
ら
説

明
を
さ
せ
て
頂
い
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
ま
ず
は

今
治
市
で
事
業
化
に
至
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
京
都
府
や
新
潟
市
の
提
案
を
落
と
し
た

と
の
認
識
は
な
く
、
今
後
引
き
続
き
検
討
を
し

て
い
く
所
存
で
あ
る
こ
と
も
併
せ
て
申
し
上
げ

ま
す
。

最
後
に
、
総
理
と
加
計
理
事
長
の
交
友
関
係

等
が
、
関
係
法
令
に
基
づ
き
実
施
さ
れ
る
特
区

の
指
定
並
び
に
規
制
改
革
項
目
の
追
加
、
事
業

者
の
選
定
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
一
切
な
い

こ
と
を
最
後
に
申
し
上
げ
、
説
明
と
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

質
問（
舞
立
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
大
体
見
え
て
き

た
な
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
先
日
、
森
ゆ
う

こ
先
生
の
質
問
で
問
題
に
さ
れ
た
12
月
22
日
付

け
の
三
省
合
意
文
書
に
つ
い
て
で
す
が
、
先
ほ

ど
説
明
に
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
12
月
22
日
に

農
水
そ
し
て
文
科
省
と
も
そ
れ
ぞ
れ
事
務
方
か

ら
大
臣
に
上
げ
て
了
解
を
得
た
と
い
う
お
話
が

あ
り
ま
し
た
。
本
当
に
22
日
に
作
ら
れ
た
か
ど

う
か
、
そ
の
文
書
で
す
ね
、
信
憑
性
が
低
い
と

い
う
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
が
、
先
ほ
ど
の
答
弁
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で
、
文
科
省
、
農
水
省
と
も
に
し
っ
か
り
と
そ

の
文
書
を
事
務
方
か
ら
大
臣
に
上
げ
て
了
解
を

得
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
文
科
省
、
農
水
省

と
も
間
違
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
よ
ろ
し
い
か
、

一
言
お
願
い
し
ま
す
。

答
弁（
今
城
消
費・安
全
局
長
）

農
林
水
産
省
と
し
て
は
そ
の
と
お
り
で
ご

ざ
い
ま
す
。

答
弁（
松
尾
文
部
科
学
省
審
議
官
）

文
科
省
も
そ
の
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。2017.04.22　第58回鳥取県簡易郵便局連合会通常総会

（湯梨浜町）

質
問（
舞
立
）

22
日
の
件
で
す
が
、
一
校
に
限
る
と
の
方
針

決
定
を
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
は
そ
れ
で

よ
し
と
。
一
方
、
告
示
前
に
、
そ
の
対
応
方
針

を
公
表
し
な
か
っ
た
こ
と
へ
の
是
非
は
と
も
か

く
、
そ
れ
は
内
閣
府
の
判
断
と
い
う
こ
と
で
、

確
か
に
そ
の
時
期
に
三
省
で
合
意
、
作
成
さ
れ

た
文
書
と
し
て
存
在
す
る
と
、
私
な
り
に
信
用

が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
、
様
々
な
角

度
か
ら
こ
の
問
題
に
つ
い
て
指
摘
が
な
さ
れ
る

と
思
い
ま
す
が
、
主
な
論
点
は
絞
ら
れ
て
き
た

と
思
い
ま
す
の
で
、
三
省
と
も
ア
ン
テ
ナ
を
高

く
持
ち
、
各
々
の
問
題
に
対
し
適
切
な
答
弁
を

し
て
頂
く
よ
う
お
願
い
し
、
質
問
を
終
わ
り
ま

す
。

平
成
29
年
５
月
23
日

　
◦
シ
イ
タ
ケ
の
品
質
表
示
に
関
す
る
法

令
上
の
基
準

　
◦
シ
イ
タ
ケ
の
品
質
表
示
基
準
に
関
す

る
消
費
者
委
員
会
食
品
表
示
部
会
に

お
け
る
現
在
の
検
討
状
況

　
◦
シ
イ
タ
ケ
の
原
木
・
菌
床
の
輸
入
状

況
及
び
輸
入
し
た
原
木
・
菌
床
の
品

質
・
安
全
性

　
◦
外
国
産
の
原
木
・
菌
床
を
用
い
て
国

内
で
栽
培
し
た
シ
イ
タ
ケ
を
純
国
産

シ
イ
タ
ケ
と
区
別
し
て
表
示
す
る
必

要
性　
等

質
問（
舞
立
）

今
日
は
、
栽
培
キ
ノ
コ
類
の
生
産
振
興
に
関

し
て
、
品
質
表
示
の
問
題
を
中
心
に
取
り
上
げ

た
い
と
思
い
ま
す
。

私
の
地
元
鳥
取
県
に
は
、
キ
ノ
コ
関
係
で
日

本
で
は
唯
一
の
民
間
学
術
研
究
機
関
で
あ
り
ま

す
日
本
き
の
こ
セ
ン
タ
ー
が
存
在
し
、
昭
和
33

年
の
４
月
に
設
立
、
そ
れ
か
ら
実
に
半
世
紀
以

上
に
も
わ
た
り
、
菌
類
の
分
類
、
生
態
、
遺
伝
、

生
理
の
基
礎
研
究
か
ら
優
良
品
種
の
開
発
、
栽

培
、
経
営
、
流
通
に
関
す
る
応
用
研
究
に
至
る

ま
で
幅
広
く
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
こ
で
は
、
キ
ノ
コ
栽
培
の
担
い
手

養
成
研
修
制
度
を
設
け
、
担
い
手
や
実
践
的
指

導
者
の
教
育
、
養
成
に
当
た
っ
て
い
る
ほ
か
、

普
及
指
導
に
お
い
て
は
、
主
要
な
地
域
に
技
術

員
を
配
置
し
、
キ
ノ
コ
栽
培
技
術
の
向
上
と
経

営
の
安
定
化
を
図
る
た
め
、
長
年
の
調
査
研
究

に
基
づ
い
て
、
生
産
者
並
び
に
消
費
者
の
サ
イ

ド
に
立
っ
て
き
め
細
か
い
普
及
指
導
を
行
い
、

環
境
保
全
型
農
林
業
の
活
性
化
や
日
本
産
原
木

シ
イ
タ
ケ
の
振
興
に
御
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
本
き
の
こ
セ
ン
タ
ー
の
理
事
長
に

は
、
元
参
議
院
議
員
で
農
林
水
産
副
大
臣
の
経

験
も
あ
る
常
田
享
詳
さ
ん
が
務
め
ら
れ
て
お
り
、

日
頃
、
私
、
鳥
取
県
だ
け
で
は
な
く
全
国
的
な

原
木
シ
イ
タ
ケ
産
業
の
振
興
を
始
め
と
し
て
、

農
林
業
の
振
興
の
面
で
多
大
な
御
指
導
を
頂
い

て
い
ま
す
。

本
年
に
入
り
、
常
田
理
事
長
を
始
め
、
日
本

き
の
こ
セ
ン
タ
ー
の
職
員
の
皆
さ
ん
と
原
木
シ

イ
タ
ケ
の
振
興
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
た
際
に

は
、
様
々
な
話
題
が
出
ま
し
た
。
平
成
23
年
の

福
島
原
発
事
故
以
来
の
多
く
の
県
で
発
生
し
て

い
る
原
木
の
出
荷
制
限
に
係
る
原
木
価
格
の
高

騰
問
題
、
そ
し
て
そ
の
掛
か
り
増
し
経
費
に
対

す
る
東
電
の
賠
償
問
題
で
す
と
か
、
東
日
本
に

お
け
る
原
木
林
再
生
へ
の
支
援
、
さ
ら
に
は
、

原
木
供
給
事
業
の
中
心
的
役
割
を
担
っ
て
き
た

森
林
組
合
等
に
対
す
る
原
木
の
安
定
供
給
、
新

た
な
原
木
生
産
シ
ス
テ
ム
導
入
へ
の
支
援
や
、

原
木
シ
イ
タ
ケ
栽
培
の
新
規
参
入
者
へ
の
生
活

支
援
な
ど
、
幅
広
い
項
目
が
あ
り
ま
し
た
。

2017.04.29　賀露まつり（鳥取市）

そ
の
多
く
は
、
林
野
庁
の
御
努
力
も
あ
り
、

東
電
に
よ
る
個
人
へ
の
賠
償
額
の
３
年
前
払
で

す
と
か
、
シ
イ
タ
ケ
の
原
木
と
し
て
出
荷
予
定

だ
っ
た
立
木
に
係
る
財
物
賠
償
の
ほ
か
、
林
野

庁
、
復
興
庁
計
上
分
で
す
が
、
そ
の
予
算
で
、

放
射
性
物
質
対
処
型
森
林
・
林
業
再
生
総
合
対

策
事
業
、
そ
し
て
今
年
新
た
に
再
編
し
ま
し
た

農
業
人
材
力
強
化
総
合
支
援
事
業
等
に
お
き
ま

し
て
大
体
は
対
応
可
能
だ
と
い
う
ふ
う
に
理
解

さ
せ
て
も
頂
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
東
日
本
大
震
災
、
原
発
事

故
か
ら
の
復
興
や
風
評
被
害
の
問
題
は
い
つ
終

わ
る
と
も
分
か
ら
な
い
繊
細
な
問
題
で
す
の
で
、

賠
償
額
３
年
前
払
の
後
の
対
応
等
々
、
そ
の
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時
々
の
状
況
に
応
じ
て
適
切
な
対
応
が
な
さ
れ

る
よ
う
、
林
野
庁
に
お
か
れ
て
は
今
後
も
御
支

援
、
御
協
力
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
話
は
変
わ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
意
見

交
換
の
際
に
は
、
苦
境
に
あ
る
シ
イ
タ
ケ
産
業

で
す
が
、
希
望
の
持
て
る
明
る
い
話
題
も
お
伺

い
し
ま
し
た
。

鳥
取
県
で
は
、
平
成
26
年
に
鳥
取
県
原
木
し

い
た
け
ブ
ラ
ン
ド
化
促
進
協
議
会
を
設
立
し
ま

し
て
、
菌
興
１
１
５
号
、
こ
れ
、
鳥
取
茸
王
と

い
た
し
ま
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
が
実
を
結
び
、
こ

れ
、
本
当
に
山
の
ア
ワ
ビ
と
も
言
わ
れ
る
と
て

も
肉
厚
で
お
い
し
い
シ
イ
タ
ケ
で
す
が
、
こ
の

原
木
シ
イ
タ
ケ
全
体
の
底
上
げ
で
す
と
か
、
後

継
者
及
び
新
規
生
産
者
の
育
成
に
貢
献
し
て
い

る
ほ
か
、
都
市
か
ら
地
方
へ
の
移
住
を
応
援
す

る
総
務
省
の
事
業
で
す
が
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
事
業
を
活
用
し
て
、
地
元
の
林
業
の
盛
ん

な
町
村
と
連
携
し
、
林
業
及
び
原
木
シ
イ
タ
ケ

生
産
の
担
い
手
育
成
な
ど
に
主
眼
を
置
い
た
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
募
集
を
行
う
取
組
も
始

ま
っ
て
き
た
と
い
う
お
話
も
聞
け
て
、
大
変
う

れ
し
く
、
力
強
く
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

そ
の
よ
う
な
明
る
い
兆
し
も
出
て
き
た
シ

イ
タ
ケ
、
キ
ノ
コ
産
業
で
す
が
、
今
日
は
、
き

の
こ
セ
ン
タ
ー
と
の
意
見
交
換
の
際
に
、
国
産

の
シ
イ
タ
ケ
、
キ
ノ
コ
類
の
振
興
に
当
た
り
、

こ
れ
は
何
ら
か
の
改
善
が
必
要
な
問
題
だ
と

思
っ
た
こ
と
を
質
問
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
内
容
と
は
、
シ
イ
タ
ケ
、
キ
ノ
コ
類
の

品
質
表
示
に
関
す
る
問
題
で
す
。
と
り
あ
え
ず
、

キ
ノ
コ
類
全
般
を
対
象
に
す
る
と
議
論
が
複
雑

に
な
っ
て
分
か
り
に
く
い
の
で
、
今
日
は
シ
イ

タ
ケ
に
限
定
し
て
議
論
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
現
在
の
シ
イ
タ
ケ
の
食
品
表
示
に
お
い

て
法
令
上
ど
の
よ
う
な
基
準
が
定
め
ら
れ
て
い

る
か
、
生
シ
イ
タ
ケ
と
干
し
シ
イ
タ
ケ
に
分
け

て
答
弁
願
い
ま
す
。

2017.04.29　道の駅「琴の浦」オープン記念式典（琴浦町）

答
弁（
吉
井
消
費
者
庁
審
議
官
）

御
質
問
の
生
シ
イ
タ
ケ
及
び
干
し
シ
イ
タ

ケ
に
つ
い
て
は
、
食
品
表
示
法
に
基
づ
く
食
品

表
示
基
準
に
よ
り
表
示
す
べ
き
事
項
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
生
シ
イ
タ
ケ
に
つ
い
て
で
す
が
、
生

鮮
食
品
と
し
て
、
名
称
、
原
産
地
の
ほ
か
、
原

木
栽
培
又
は
菌
床
栽
培
の
栽
培
方
法
の
別
に
つ

い
て
表
示
を
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
生
シ
イ
タ
ケ
の
原
産
地
に
つ
い
て

は
、
他
の
農
産
物
と
同
様
に
、
一
般
的
に
は
そ

の
生
産
、
収
穫
さ
れ
た
場
所
が
表
示
を
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
干
し
シ
イ
タ
ケ
に
つ
い
て
は
、
加
工

食
品
と
し
て
、
名
称
、
保
存
の
方
法
、
賞
味
期

限
、
原
材
料
名
な
ど
の
ほ
か
、
原
料
原
産
地
名

や
原
料
シ
イ
タ
ケ
の
原
木
栽
培
又
は
菌
床
栽
培

の
栽
培
方
法
の
別
に
つ
い
て
表
示
を
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
干
し
シ
イ
タ
ケ
の

原
料
原
産
地
に
つ
い
て
も
、
一
般
的
に
は
そ
の

原
料
で
あ
る
生
シ
イ
タ
ケ
が
生
産
、
収
穫
さ
れ

た
場
所
が
表
示
を
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。質

問（
舞
立
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
お
伺
い
し

ま
し
た
よ
う
に
、
農
産
物
は
取
れ
た
と
こ
ろ
が

原
産
地
に
な
る
と
い
う
原
則
の
下
で
、
生
シ
イ

タ
ケ
と
干
し
シ
イ
タ
ケ
に
つ
い
て
、
名
称
、
原

産
地
、
栽
培
方
法
、
原
料
原
産
地
等
に
つ
い
て

基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
一
応

確
認
で
す
が
、
生
シ
イ
タ
ケ
の
場
合
、
例
え
ば

海
外
か
ら
植
菌
さ
れ
た
状
態
で
輸
入
さ
れ
た
原

木
又
は
培
地
・
菌
床
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
基

に
成
長
し
た
シ
イ
タ
ケ
を
日
本
で
採
取
し
て
販

売
す
る
場
合
に
は
法
令
上
は
国
産
表
示
に
な
っ

て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
と
、
未
植
菌
の
ま
ま
で

輸
入
さ
れ
た
原
木
又
は
培
地
・
菌
床
で
あ
っ
て

も
、
日
本
で
植
菌
さ
れ
た
も
の
は
全
て
国
産
表

示
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
よ
ろ
し
い

で
し
ょ
う
か
。

答
弁（
吉
井
消
費
者
庁
審
議
官
）

先
生
御
指
摘
の
と
お
り
、
法
令
上
は
そ
う
い

う
決
ま
り
に
な
っ
て
ご
ざ
い
ま
す
。
た
だ
一
方

で
、
運
用
で
任
意
で
や
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
ご
ざ
い
ま
す
。

2017.05.03　三朝温泉まつり「大綱引き」（三朝町）

質
問（
舞
立
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
法
令
上
、
現

在
は
そ
う
し
た
基
準
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
け
れ
ど
も
、
御
承
知
の
と
お
り
、
シ
イ

タ
ケ
は
、
シ
イ
タ
ケ
菌
と
原
木
又
は
そ
の
他
の

培
地
・
菌
床
、
そ
し
て
水
と
空
気
で
栽
培
さ
れ

る
も
の
で
あ
り
、
成
分
や
品
質
上
、
特
に
重
要

に
な
る
の
は
、
や
は
り
土
で
あ
り
肥
料
の
役
目

を
果
た
す
原
木
で
あ
り
菌
床
で
す
。
そ
し
て
、

こ
の
原
木
や
菌
床
は
、
普
通
の
田
畑
の
農
地
と

異
な
り
、
簡
単
に
移
動
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
シ
イ
タ
ケ
栽

培
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
原
木
、
そ
し
て
菌
床

が
、
つ
ま
り
、
品
質
や
成
分
が
海
外
の
も
の
で
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あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
採
取
し
た
と
こ
ろ
が

日
本
だ
と
国
産
品
と
表
示
さ
れ
て
し
ま
う
問
題

点
が
あ
り
ま
し
て
、
こ
の
よ
う
な
特
殊
事
例
は

シ
イ
タ
ケ
や
キ
ノ
コ
類
以
外
に
は
あ
ま
り
な
い

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
う
し
た
中
で
、
消
費
者
と
し
て
は
、
普
段

国
産
と
思
っ
て
購
入
し
て
食
卓
で
食
べ
て
い
る

シ
イ
タ
ケ
が
、
実
は
海
外
の
畑
や
肥
料
で
そ
の

ま
ま
栽
培
さ
れ
た
も
の
、
そ
の
エ
キ
ス
で
育
っ

た
も
の
と
知
れ
ば
、
ど
こ
の
国
の
も
の
か
が
気

に
な
り
ま
す
し
、
ま
た
、
国
内
の
原
木
や
菌
床

の
成
分
や
品
質
と
比
べ
、
ど
の
程
度
海
外
の
も

の
は
異
な
る
も
の
な
の
か
も
気
に
な
る
と
こ
ろ

で
す
。
実
際
、
具
体
名
は
挙
げ
ま
せ
ん
け
れ
ど

も
、
消
費
者
心
理
と
し
ま
し
て
、
原
木
で
す
と

か
菌
床
の
原
産
国
を
知
れ
ば
、
そ
の
国
の
も
の

は
あ
ま
り
食
べ
た
く
な
い
、
買
わ
な
か
っ
た
よ

と
、
食
べ
た
く
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
な
く

は
な
い
と
思
い
ま
す
。

こ
う
し
た
法
令
上
の
問
題
を
受
け
て
、
現

在
、
法
令
上
の
基
準
で
は
な
く
、
シ
イ
タ
ケ
の

産
地
等
の
表
示
に
関
し
て
自
主
的
な
取
組
で
規

制
が
な
さ
れ
て
い
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
け
れ
ど

も
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

答
弁（
今
井
林
野
庁
長
官
）

お
答
え
い
た
し
ま
す
。
生
シ
イ
タ
ケ
の
原
産

地
の
表
示
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
今
委
員
か
ら

御
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
と
お
り
、
植
菌
し
た
原

木
や
菌
床
が
移
動
可
能
と
い
う
、
そ
う
い
う
特

殊
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
日
本
特
用
林
産
振
興

会
に
お
い
て
は
、
平
成
20
年
10
月
以
降
、
い
わ

ゆ
る
長
い
と
こ
ろ
ル
ー
ル
に
基
づ
く
表
示
の
普

及
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
長
い
と
こ
ろ
ル
ー
ル
と
い
う
も
の
に

つ
い
て
は
、
原
産
地
の
表
示
に
当
た
り
、
採
取

し
た
場
所
を
原
産
地
と
し
て
表
示
す
る
の
で
は

な
く
、
原
木
又
は
菌
床
培
地
に
植
菌
を
し
た
時

点
を
起
算
点
と
し
て
、
栽
培
期
間
が
最
も
長
い

場
所
を
原
産
地
と
し
て
表
示
す
る
と
い
う
も
の

と
承
知
し
て
い
ま
す
。

2017.05.03　日吉神社神幸祭「よいとまかせ」（米子市淀江町）

質
問（
舞
立
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
長
官
か
ら

御
説
明
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
シ
イ
タ
ケ
の
品

質
表
示
に
つ
い
て
は
、
畜
産
物
の
品
質
表
示
に

関
す
る
法
令
上
の
基
準
を
参
考
に
し
て
、
平
成

20
年
か
ら
長
い
と
こ
ろ
ル
ー
ル
と
い
う
も
の
が

自
主
的
に
運
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
業
界
と
し
て

一
定
の
議
論
の
末
決
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
、

法
的
拘
束
力
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
国
産
の
信
頼

性
を
高
め
る
上
で
は
一
定
の
効
果
は
あ
る
と
思

い
ま
す
。

で
す
が
、
や
は
り
シ
イ
タ
ケ
の
問
題
は
畜
産

の
問
題
と
は
異
な
り
、
畜
産
で
あ
れ
ば
餌
の
種

類
で
す
と
か
成
分
な
ど
、
日
本
で
い
か
よ
う
に

も
畜
産
農
家
、
変
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、

選
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
も
そ

も
シ
イ
タ
ケ
は
原
木
や
培
地
・
菌
床
が
決
定
的

な
要
素
で
あ
り
、
長
い
と
こ
ろ
ル
ー
ル
で
、
た

と
え
日
本
国
内
で
培
養
さ
れ
た
期
間
が
長
か
ろ

う
と
、
結
局
は
海
外
か
ら
移
動
し
て
き
た
畑
や

肥
料
を
使
い
続
け
て
、
吸
い
続
け
て
生
育
し
た

と
し
か
言
え
ず
、
実
質
的
に
中
身
は
海
外
産
と

し
か
言
え
な
い
よ
う
な
も
の
が
国
産
表
示
に

な
っ
て
し
ま
い
、
消
費
者
へ
の
国
産
、
海
外
産

へ
の
品
質
表
示
に
関
す
る
信
頼
に
は
十
分
応
え

る
こ
と
は
で
き
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

さ
ら
に
、
こ
の
問
題
、
先
ほ
ど
も
あ
り
ま
し

た
が
、
未
植
菌
の
ま
ま
で
輸
入
し
た
場
合
で
、

国
内
で
植
菌
し
た
場
合
に
は
、
長
い
と
こ
ろ

ル
ー
ル
に
は
一
切
抵
触
せ
ず
、
品
質
的
に
は
外

国
産
と
同
等
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
全
て

国
産
表
示
が
可
能
と
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
深

刻
な
問
題
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

や
は
り
こ
の
業
界
の
自
主
的
な
長
い
と
こ
ろ

ル
ー
ル
で
は
根
本
的
な
問
題
解
決
に
は
な
ら
な

い
と
し
て
、
多
く
の
関
係
者
か
ら
一
層
の
適
正

化
を
求
め
る
声
が
強
く
な
り
、
平
成
22
年
の
３

月
か
ら
内
閣
府
に
あ
る
消
費
者
委
員
会
の
食
品

表
示
部
会
で
品
質
表
示
基
準
の
見
直
し
に
向
け

た
検
討
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
が
、
そ
こ
ま
で

は
よ
か
っ
た
の
で
す
が
、
平
成
23
年
の
11
月
29

日
の
部
会
で
の
議
論
を
最
後
に
、
そ
の
後
、
は

た
と
動
き
が
止
ま
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
と
、

疑
問
に
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
当
時
の
最
後
の
部
会
の
資
料
で
は
、
４

月
以
降
、
関
係
事
業
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
実

施
し
て
い
る
と
、
そ
し
て
本
年
３
月
以
降
、
こ

の
３
月
と
は
い
わ
ゆ
る
３
・
11
の
原
発
事
故
の

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が
、
本
年
３
月
以
降
の
産

地
表
示
の
関
心
の
高
ま
り
も
踏
ま
え
、
消
費
者

等
の
意
見
の
把
握
、
関
係
事
業
者
へ
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
調
査
等
を
進
め
、
結
果
が
ま
と
ま
り
次
第

食
品
表
示
部
会
に
報
告
し
、
改
正
の
方
向
性
に

つ
い
て
審
議
願
う
と
記
載
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
そ
の
後
の
調
査
検
討
の
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
状
況
に
つ

い
て
教
え
て
下
さ
い
。

2017.05.21　伯耆地区郵便局長会「国政報告会」（米子市）
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2017.05.21　第13回出雲国神仏霊場合同催事（大山町）

答
弁（
吉
井
消
費
者
庁
審
議
官
）

先
生
御
指
摘
の
と
お
り
、
平
成
23
年
11
月
29

日
の
消
費
者
委
員
会
食
品
表
示
部
会
に
お
い
て
、

消
費
者
庁
の
方
か
ら
、
平
成
24
年
度
以
降
に
順

次
審
議
を
お
願
い
す
る
予
定
の
も
の
の
一
部
と

し
ま
し
て
、
当
時
の
シ
イ
タ
ケ
品
質
表
示
基
準

及
び
干
し
シ
イ
タ
ケ
品
質
表
示
基
準
の
見
直
し

に
つ
い
て
お
示
し
を
さ
せ
て
頂
い
た
と
こ
ろ
で

す
。当

時
、
消
費
者
庁
で
は
、
食
品
表
示
に
関
す

る
一
元
的
な
法
律
の
制
定
に
向
け
た
議
論
を
開

始
し
て
い
ま
し
て
、
平
成
24
年
８
月
に
は
食
品

表
示
一
元
化
検
討
会
報
告
書
が
取
り
ま
と
め
ら

れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
消
費
者
庁
で
は
、
こ
の
報

告
書
に
あ
る
食
品
表
示
制
度
の
一
元
化
に
係
る

取
組
を
最
優
先
課
題
と
し
て
位
置
付
け
て
き
た

と
こ
ろ
で
す
。
さ
ら
に
、
そ
の
検
討
の
際
に
残

さ
れ
た
大
き
な
課
題
と
し
て
、
加
工
食
品
の
原

料
原
産
地
表
示
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
の
取

扱
い
等
が
議
論
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
こ
れ
ら

の
課
題
に
つ
い
て
も
順
次
検
討
を
加
え
て
き
た

と
こ
ろ
で
す
。
こ
う
し
た
結
果
、
御
指
摘
の
シ

イ
タ
ケ
品
質
表
示
基
準
な
ど
の
案
件
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
そ
の
検
討
が
一
時
中
断
を
さ
れ

て
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
、
生
シ
イ
タ
ケ
、
そ
れ
か
ら
干
し
シ
イ

タ
ケ
の
表
示
に
つ
い
て
も
、
近
年
の
ほ
だ
木
や

菌
床
の
流
通
実
態
、
消
費
者
の
意
向
等
を
踏
ま

え
て
、
林
野
庁
と
も
相
談
を
し
な
が
ら
具
体
的

に
ど
の
よ
う
な
対
応
が
必
要
と
な
る
の
か
検
討

し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問（
舞
立
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
と

か
、
色
々
な
も
の
を
食
品
表
示
法
に
一
元
的
に

ま
と
め
る
と
い
っ
た
議
論
が
そ
の
当
時
あ
り
、

一
時
的
に
中
断
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

今
、
加
工
食
品
の
原
料
原
産
地
表
示
だ
と
か
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
と
か
色
々
と
取
り
組
ま
れ

て
い
る
中
で
、
今
後
も
シ
イ
タ
ケ
の
問
題
に
つ

い
て
は
林
野
庁
と
連
携
し
て
検
討
し
て
い
く
と

い
う
お
話
を
伺
い
ま
し
た
の
で
、
し
っ
か
り
と

着
実
に
検
討
を
進
め
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
次
の
質
問
で
す
け
れ
ど
も
、
近
年
、

海
外
か
ら
輸
入
し
た
原
木
・
ほ
だ
木
、
そ
し
て

培
地
・
菌
床
を
用
い
た
生
シ
イ
タ
ケ
の
栽
培
が

増
加
傾
向
に
あ
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

こ
こ
10
年
、
国
勢
調
査
年
を
基
に
し
ま
し
て
、

平
成
17
年
、
22
年
、
そ
し
て
27
年
の
三
つ
の
時

点
に
お
け
る
全
体
の
輸
入
量
、
一
番
多
い
輸
入

国
の
国
名
、
そ
の
輸
入
量
、
全
体
に
占
め
る
割

合
、
さ
ら
に
は
全
体
の
輸
入
量
が
国
内
の
生
シ

イ
タ
ケ
生
産
量
に
占
め
る
割
合
、
こ
れ
、
推
計

で
構
い
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
、
ほ
だ
木
と
菌
床
に
区
別
し
て
御
教
示
下

さ
い
。
仮
に
、
ほ
だ
木
と
菌
床
の
区
別
が
で
き

な
い
場
合
は
ま
と
め
て
で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
、

答
弁
を
お
願
い
し
ま
す
。

2017.05.28　天神川総合水防演習（倉吉市）

答
弁（
今
井
林
野
庁
長
官
）

貿
易
統
計
上
は
シ
イ
タ
ケ
の
ほ
だ
木
と
菌

床
の
輸
入
量
に
つ
い
て
は
区
別
は
さ
れ
て
お
り

ま
せ
ん
で
、
菌
糸
と
し
て
一
括
に
集
計
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
こ
の
菌
糸
の
輸
入
量
で
す
け
れ
ど

も
、
平
成
17
年
に
お
い
て
は
２
，
８
４
１
ト
ン
、

平
成
22
年
に
は
４
，
６
４
５
ト
ン
、
平
成
27
年

に
は
１
２
，
４
５
４
ト
ン
と
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
し
て
、
平
成
27
年
の
輸
入
は
全
て
が
中
国
産

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
輸
入
菌
糸
か
ら
生
産
さ
れ
る
生

シ
イ
タ
ケ
の
生
産
量
に
つ
い
て
で
す
け
れ
ど
も
、

約
４
千
ト
ン
と
推
定
さ
れ
て
お
り
ま
し
て
、
平

成
27
年
の
輸
入
菌
糸
に
お
い
て
は
、
平
成
27
年

に
お
け
る
生
シ
イ
タ
ケ
の
国
内
生
産
量
６
７
，

５
１
０
ト
ン
の
約
６
％
程
度
に
相
当
す
る
も
の

と
推
定
し
て
い
ま
す
。

質
問（
舞
立
）

菌
糸
と
い
う
区
分
で
一
括
で
統
計
さ
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
中
国
の
み
と
い
う

の
は
非
常
に
ち
ょ
っ
と
、
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
、

驚
い
た
の
は
。
ち
ょ
っ
と
驚
き
で
し
た
。
そ
し

て
、
平
成
17
年
か
ら
今
で
は
実
に
４
倍
く
ら
い
、

こ
こ
10
年
で
増
え
て
き
て
い
る
と
。
今
、
シ
イ

タ
ケ
生
産
に
占
め
る
割
合
と
し
て
は
約
６
％
と

い
う
こ
と
で
す
が
、
こ
の
ま
ま
ど
ん
ど
ん
伸
び

る
と
大
き
な
割
合
に
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い

か
と
懸
念
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

ち
な
み
に
、
こ
の
菌
糸
の
区
分
で
、
ほ
だ
木

が
多
い
の
か
、
菌
床
が
多
い
の
か
、
そ
の
辺
は

把
握
さ
れ
て
い
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

答
弁（
今
井
林
野
庁
長
官
）

色
々
な
関
係
者
へ
の
聞
き
取
り
に
よ
り
ま

す
と
、
菌
床
の
方
が
大
部
分
で
は
な
い
か
と
い

う
ふ
う
に
承
っ
て
お
り
ま
す
。

質
問（
舞
立
）

菌
床
が
大
部
分
だ
と
し
ま
し
て
、
そ
の
中
身
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は
主
に
何
で
し
ょ
う
か
。
お
が
粉
で
し
ょ
う
か
、

食
品
残
渣
で
し
ょ
う
か
、
稲
わ
ら
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
辺
も
把
握
さ
れ
て
い
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

答
弁（
今
井
林
野
庁
長
官
）

我
が
国
に
お
け
る
菌
床
に
つ
い
て
は
、
コ
ナ

ラ
等
の
お
が
粉
に
栄
養
材
と
し
て
、
ふ
す
ま
、

米
ぬ
か
、
大
豆
か
す
、
そ
う
い
う
よ
う
な
も
の

が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
承
知
し
て
い
ま
す
け
れ

ど
も
、
外
国
か
ら
輸
入
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
一
部
に
は
樹
種
と
し
て
ホ
ワ
イ
ト
オ
ー
ク
、

ア
カ
カ
シ
、
カ
エ
デ
の
よ
う
な
も
の
が
使
わ
れ

て
い
る
こ
と
は
把
握
し
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

栄
養
材
等
の
も
の
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
十
分

な
把
握
が
で
き
て
い
な
い
と
い
う
の
が
実
態
で

す
。

2017.05.28　美保基地航空祭（境港市）

質
問（
舞
立
）

必
ず
し
も
十
分
把
握
で
き
て
い
な
い
と
い

う
こ
と
で
、
是
非
こ
の
辺
は
関
心
を
持
っ
て
把

握
す
る
よ
う
に
努
め
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
次
で
す
が
、
消
費
者
の
食
品
表
示

へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
中
で
、
特
に
シ
イ

タ
ケ
の
場
合
、
先
ほ
ど
か
ら
言
っ
て
い
ま
す
よ

う
に
、
ほ
だ
木
や
菌
床
で
そ
の
成
分
や
品
質
が

分
か
れ
る
だ
け
に
、
果
た
し
て
外
国
産
の
ほ
だ

木
や
菌
床
の
成
分
や
品
質
、
国
産
の
も
の
と
比

べ
て
遜
色
な
い
か
ど
う
か
が
気
に
な
る
と
こ
ろ

で
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
海
外
か
ら
輸
入
し
た
ほ

だ
木
や
菌
床
の
成
分
や
品
質
に
つ
い
て
、
安
全

衛
生
基
準
な
ど
、
ど
の
よ
う
に
検
査
が
な
さ
れ

て
い
る
の
か
、
ま
た
、
一
般
の
国
内
産
の
成
分

や
品
質
と
比
べ
て
ど
の
程
度
異
な
る
も
の
な
の

か
等
に
つ
い
て
把
握
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、

御
教
示
下
さ
い
。

答
弁（
今
井
林
野
庁
長
官
）

シ
イ
タ
ケ
の
ほ
だ
木
や
菌
床
の
輸
入
に
当

た
っ
て
は
、
植
物
防
疫
法
に
基
づ
い
て
植
物
に

有
害
な
病
害
虫
の
侵
入
防
止
の
た
め
の
検
査
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
ほ
だ
木
や
菌
床
の
成
分
や

品
質
に
係
る
検
査
は
行
っ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、

安
全
衛
生
上
の
基
準
を
定
め
た
制
度
も
な
い
と

い
う
の
が
実
態
で
す
。

質
問（
舞
立
）

通
常
の
病
害
虫
検
査
等
の
手
続
以
外
は
特

に
な
い
、
そ
し
て
規
制
す
る
よ
う
な
制
度
も
な

い
と
い
う
こ
と
で
、
ち
ょ
っ
と
こ
れ
は
何
ら
か

の
改
善
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

で
は
、
見
方
を
変
え
ま
し
て
、
中
国
産
の
菌

床
の
品
質
や
成
分
は
よ
く
分
か
ら
な
い
、
十
分

に
把
握
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

そ
れ
を
も
と
に
成
長
し
た
シ
イ
タ
ケ
と
日
本
産

の
原
木
シ
イ
タ
ケ
や
菌
床
シ
イ
タ
ケ
の
成
分
や

品
質
に
つ
い
て
、
ど
の
程
度
異
な
る
も
の
な
の

か
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
分
析
と
か
研
究
と
か
把

握
さ
れ
て
い
ま
す
で
し
ょ
う
か
、
答
弁
願
い
ま

す
。

2017.06.03　日本青年会議所中国地区鳥取ブロック協議
会主催「鳥取を良くするシンポジウム」に参加（境港市）

答
弁（
今
井
林
野
庁
長
官
）

純
粋
な
国
産
の
菌
床
か
ら
生
産
さ
れ
た
シ

イ
タ
ケ
と
輸
入
菌
床
か
ら
生
産
さ
れ
た
シ
イ
タ

ケ
と
の
間
に
お
け
る
成
分
や
品
質
の
違
い
の
調

査
、
報
告
等
の
例
、
探
し
て
み
ま
し
た
け
れ
ど

も
な
か
な
か
適
切
な
も
の
は
な
か
っ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。

質
問（
舞
立
）

こ
れ
、
調
査
す
れ
ば
、
色
々
と
や
っ
ぱ
り
、

日
本
で
も
ほ
だ
木
と
菌
床
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、

原
木
シ
イ
タ
ケ
、
日
本
の
原
木
シ
イ
タ
ケ
と
例

え
ば
中
国
産
の
菌
床
シ
イ
タ
ケ
と
は
恐
ら
く
大

分
違
う
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
し
て
、

そ
の
違
い
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
も
大
事
で
す
し
、

そ
し
て
国
産
の
原
木
シ
イ
タ
ケ
の
振
興
を
図
る

上
で
も
、
シ
イ
タ
ケ
は
非
常
に
ヘ
ル
シ
ー
で
あ

り
、
虫
歯
や
ア
ト
ピ
ー
予
防
で
す
と
か
、
が
ん

予
防
に
も
効
く
と
、
色
々
な
効
能
が
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
是
非
、
国
産
と
海
外
産
と
の
差
別
化

を
図
る
上
で
も
、
そ
し
て
、
シ
イ
タ
ケ
の
素
晴

ら
し
さ
を
し
っ
か
り
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
意

味
で
も
、
調
査
研
究
に
努
め
て
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
が
、
是
非
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
色
々
と
質
問
し
ま
し
た
が
、
現
在

の
法
令
の
基
準
な
り
、
そ
し
て
長
い
と
こ
ろ

ル
ー
ル
の
業
界
の
自
主
的
な
ル
ー
ル
で
は
、
シ

イ
タ
ケ
に
関
す
る
表
示
基
準
が
不
十
分
と
い
う

こ
と
で
、
本
年
に
入
り
、
全
国
食
用
き
の
こ
種

菌
協
会
が
新
た
な
取
組
を
始
め
た
り
、
長
い
と

こ
ろ
ル
ー
ル
の
取
り
ま
と
め
の
中
心
で
あ
っ
た

日
本
特
用
林
産
振
興
会
で
も
新
た
な
動
き
が
出

始
め
て
い
る
と
お
聞
き
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

ら
に
つ
い
て
分
か
る
範
囲
で
ご
教
示
下
さ
い
。

答
弁（
今
井
林
野
庁
長
官
）

先
ほ
ど
答
弁
申
し
上
げ
た
よ
う
に
、
シ
イ
タ

ケ
栽
培
の
特
性
を
踏
ま
え
、
日
本
特
用
林
産
振

興
会
は
平
成
20
年
以
降
、
シ
イ
タ
ケ
の
原
産
地
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表
示
に
つ
い
て
、
い
わ
ゆ
る
長
い
と
こ
ろ
ル
ー

ル
の
普
及
を
図
っ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
日
本
特
用
林
産
振
興
会
と

は
別
の
全
国
食
用
き
の
こ
種
菌
協
会
と
い
う
団

体
が
本
年
２
月
か
ら
、
シ
イ
タ
ケ
等
の
キ
ノ
コ

栽
培
に
お
い
て
、
ほ
だ
木
や
菌
床
の
原
料
に
使

用
さ
れ
る
木
材
が
国
産
で
あ
る
か
ど
う
か
を
表

示
す
る
、
そ
う
い
う
商
標
マ
ー
ク
を
発
表
し
ま

し
て
、
そ
の
普
及
を
通
じ
、
国
産
樹
木
を
利
用

し
た
食
用
キ
ノ
コ
の
消
費
拡
大
を
図
る
取
組
を

始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

そ
の
結
果
、
同
じ
キ
ノ
コ
関
係
の
業
界
団
体

に
お
い
て
キ
ノ
コ
生
産
に
関
連
し
た
別
々
の
取

組
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
日

本
特
用
林
産
振
興
会
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

普
及
し
て
き
た
い
わ
ゆ
る
長
い
と
こ
ろ
ル
ー
ル

を
ど
の
よ
う
に
今
後
取
り
扱
っ
て
い
く
べ
き
か
、

団
体
内
で
議
論
、
検
討
を
始
め
た
と
い
う
ふ
う

に
承
知
し
て
い
ま
す
。

質
問（
舞
立
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
種
菌
協
会
の

新
た
な
商
標
マ
ー
ク
、
原
料
に
も
、
木
材
で
す

と
か
ほ
だ
木
、
菌
床
に
つ
い
て
国
産
材
と
い
う

こ
と
を
し
っ
か
り
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
と
い
う
こ
と

は
非
常
に
い
い
取
組
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
し
、
特
用
林
産
振
興
会
の
方
で
も
し
っ
か

り
と
見
直
し
に
向
け
た
議
論
が
ま
た
始
ま
っ
て

い
く
と
い
っ
た
よ
う
な
話
で
あ
り
ま
し
て
、
是

非
、
色
々
と
ま
た
業
界
内
の
調
整
も
大
変
か
と

は
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
林
野
庁
の
方
も
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
と
い
い
ま
す
か
、
適
切
に
連
携
し

て
御
支
援
、
御
協
力
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

2017.06.03　社会福祉法人こうほうえん創立30周年
祝賀会（米子市）

そ
う
い
っ
た
中
で
、
先
ほ
ど
、
平
成
22
年
、

23
年
に
食
品
表
示
部
会
で
検
討
が
一
時
ス
ト
ッ

プ
し
た
と
い
う
の
は
、
私
、
今
考
え
て
み
る
と
、

何
と
な
く
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
な
と
。
当

時
の
議
論
で
は
、
あ
の
ま
ま
い
く
と
何
と
な
く

畜
産
物
の
長
い
と
こ
ろ
ル
ー
ル
を
そ
の
ま
ま
シ

イ
タ
ケ
で
も
基
準
に
乗
せ
れ
ば
い
い
や
み
た
い

な
こ
と
が
、
そ
の
よ
う
な
方
向
で
進
ん
で
い
た

よ
う
な
気
が
す
る
の
で
す
。
そ
れ
で
は
や
は
り

ち
ょ
っ
と
問
題
解
決
に
は
な
ら
な
い
の
で
は
な

い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
し
て
、
仕
切
り
直
し
て

こ
れ
か
ら
し
っ
か
り
議
論
さ
れ
て
い
く
、
検
討

さ
れ
て
い
く
と
い
う
中
で
、
む
し
ろ
、
何
と
な

く
時
間
を
置
い
て
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
な

と
、
今
か
ら
考
え
る
と
そ
う
思
わ
れ
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
今
後
、
シ
イ
タ
ケ
の
食
品
表
示
に
関

す
る
法
令
基
準
の
見
直
し
に
向
け
た
議
論
を
進

め
る
に
当
た
り
、
私
な
り
の
意
見
と
要
望
を
述

べ
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

シ
イ
タ
ケ
の
栽
培
過
程
に
お
い
て
は
、
原
木

又
は
培
地
に
シ
イ
タ
ケ
菌
を
植
え
付
け
、
完
熟

さ
せ
る
ま
で
の
過
程
が
シ
イ
タ
ケ
の
品
質
に
決

定
的
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
、
そ
し
て
植
菌
し

た
原
木
又
は
菌
床
は
生
育
そ
し
て
栽
培
の
場
所

を
容
易
に
移
動
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
。

他
の
農
産
物
に
例
え
れ
ば
、
栄
養
分
を
伴
う
畑

を
移
動
さ
せ
る
に
等
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

こ
う
い
う
特
殊
性
が
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
表
示

基
準
の
基
本
的
な
改
正
の
方
向
と
し
て
は
、
や

は
り
ま
ず
は
外
国
か
ら
輸
入
し
た
ほ
だ
木
や
菌

床
か
ら
国
内
で
発
生
し
た
シ
イ
タ
ケ
に
つ
い
て

は
、
国
内
で
の
栽
培
期
間
の
長
さ
に
関
わ
ら
ず
、

一
律
に
外
国
産
と
し
て
原
産
国
名
を
表
示
す
る

の
が
あ
る
べ
き
姿
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

仮
に
そ
れ
が
無
理
だ
と
し
て
も
、
ほ
だ
木
や

菌
床
が
シ
イ
タ
ケ
の
品
質
に
決
定
的
な
影
響
を

与
え
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
こ
と
、
シ
イ
タ
ケ

に
関
し
て
は
、
ほ
だ
木
や
菌
床
の
表
示
に
つ
い

て
、
農
業
資
材
だ
か
ら
難
し
い
と
か
い
う
の
で

は
な
く
て
、
シ
イ
タ
ケ
の
特
殊
事
情
を
考
慮
し
、

海
外
か
ら
輸
入
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
菌
床

（
○
○
国
）
と
い
っ
た
よ
う
な
感
じ
で
表
示
し
、

国
産
の
原
木
や
菌
床
と
差
別
化
で
き
る
よ
う
に

す
べ
き
と
考
え
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
混
合
す
る

場
合
に
は
、
重
量
の
多
い
順
に
、
菌
床
（
○
○

国
、
そ
し
て
△
△
国
、
そ
し
て
日
本
）
と
か
で

す
ね
、
そ
う
い
っ
た
よ
う
に
区
別
す
る
こ
と
も

必
要
か
と
考
え
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
よ
う
な

考
え
方
に
対
し
ま
し
て
消
費
者
庁
と
林
野
庁
の

そ
れ
ぞ
れ
か
ら
御
見
解
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

答
弁（
吉
井
消
費
者
庁
審
議
官
）

先
生
御
指
摘
の
よ
う
に
、
仮
に
シ
イ
タ
ケ
の

栽
培
に
お
い
て
菌
床
の
成
分
等
が
シ
イ
タ
ケ
そ

の
も
の
の
品
質
に
大
き
く
影
響
を
与
え
る
よ
う

で
あ
れ
ば
、
こ
の
こ
と
は
消
費
者
の
自
主
的
か

つ
合
理
的
な
商
品
選
択
の
機
会
の
確
保
と
い
い

ま
す
食
品
表
示
制
度
の
趣
旨
か
ら
見
て
も
重
要

な
要
素
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
こ
う
し
た
品
質
の
相
違
の
実
情

を
始
め
と
し
て
、
近
年
の
ほ
だ
木
や
菌
床
の
流

通
実
態
、
消
費
者
の
意
向
等
を
踏
ま
え
た
上
で
、

表
示
の
面
で
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
対
応
が
必

要
と
な
る
の
か
、
林
野
庁
や
関
係
団
体
と
も
相

談
を
し
な
が
ら
前
広
に
検
討
し
て
参
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

2017.06.04　自民党青年部・青年局全国一斉街頭行動
（鳥取市・湯梨浜町・米子市）
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答
弁（
今
井
林
野
庁
長
官
）

林
野
庁
は
制
度
を
所
管
す
る
役
所
で
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
制
度
の
在
り
方
に
対
す
る
コ
メ

ン
ト
は
控
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
け
れ
ど
も
、
先

ほ
ど
か
ら
御
答
弁
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
よ
う

に
、
シ
イ
タ
ケ
の
産
地
表
示
に
関
連
し
て
は
、

関
係
業
界
に
お
い
て
自
主
的
に
様
々
な
取
組
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
状
況
を
林
野
庁
と

し
て
注
視
し
ま
す
と
と
も
に
、
消
費
者
の
ニ
ー

ズ
や
消
費
者
の
意
見
も
把
握
し
な
が
ら
、
ま
た

表
示
制
度
を
所
管
す
る
消
費
者
庁
と
も
連
携
し

な
が
ら
適
切
に
対
応
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

質
問（
舞
立
）

現
時
点
で
は
そ
の
よ
う
な
答
弁
し
か
ま
だ

言
え
な
い
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
し
っ
か
り

と
消
費
者
庁
と
林
野
庁
と
連
携
し
て
着
実
に
取

り
組
ん
で
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
問
題
の
最
後
に
、
こ
の
シ
イ
タ
ケ
の
食

品
表
示
、
品
質
表
示
に
関
す
る
一
連
の
質
問
の

や
り
取
り
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
こ
の
シ

イ
タ
ケ
の
表
示
基
準
の
見
直
し
に
関
す
る
問
題

に
関
し
、
シ
イ
タ
ケ
、
キ
ノ
コ
に
も
造
詣
の
深

い
山
本
大
臣
か
ら
も
御
見
解
を
お
聞
か
せ
下
さ

い
。答

弁（
山
本
農
林
水
産
大
臣
）

国
民
に
対
し
安
全
な
食
料
を
安
心
し
て
食

べ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
環
境
を
つ
く
る
こ
と
は
、

食
を
預
か
る
農
林
水
産
省
と
し
て
最
も
重
要
な

こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

2017.06.11　自民党鳥取県連青年部・青年局「中海一斉清
掃」に参加（米子市）

そ
う
し
た
観
点
か
ら
、
本
日
、
議
員
か
ら
御

質
問
を
頂
く
中
で
、
消
費
者
の
関
心
も
高
い
シ

イ
タ
ケ
の
表
示
を
め
ぐ
っ
て
様
々
な
課
題
が
あ

る
こ
と
を
認
識
し
ま
し
た
。
一
方
、
シ
イ
タ
ケ

の
原
産
地
表
示
等
を
め
ぐ
っ
て
は
、
業
界
団
体

等
に
お
い
て
自
主
的
に
新
た
な
取
組
も
進
め
ら

れ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
ま
す
。

農
林
水
産
省
と
し
ま
し
て
も
、
こ
う
し
た
動

き
を
注
視
し
な
が
ら
、
関
係
省
庁
と
連
携
し
、

消
費
者
に
対
し
安
全
な
食
料
を
安
心
し
て
供
給

で
き
る
よ
う
適
切
に
対
処
し
て
参
り
た
い
と
存

じ
て
お
り
ま
す
。

質
問（
舞
立
）

大
臣
、
力
強
い
御
答
弁
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
私
も
い
つ
も
日
本
き
の
こ
セ
ン
タ
ー

の
行
事
に
は
参
加
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
し
て
、

秋
の
収
穫
の
時
期
で
す
け
れ
ど
も
、
私
も
そ
の

地
域
で
は
マ
イ
タ
ケ
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
て
、

舞
立
が
そ
の
時
期
は
マ
イ
タ
ケ
に
な
る
と
い
う

こ
と
で
、
人
ご
と
と
は
思
え
な
い
非
常
に
関
心

の
あ
る
分
野
で
あ
り
、
こ
の
シ
イ
タ
ケ
の
食
品

表
示
基
準
の
関
係
に
つ
い
て
は
自
主
的
な
取
組

が
先
行
し
て
い
ま
し
て
、
法
令
基
準
の
見
直
し

に
つ
い
て
は
ま
だ
も
う
少
し
時
間
が
掛
か
り
そ

う
な
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
多
く
の
関
係
者
が

納
得
し
、
食
品
表
示
に
対
す
る
、
や
っ
ぱ
り
国

産
や
海
外
産
等
に
対
す
る
消
費
者
の
信
頼
に
少

し
で
も
応
え
ら
れ
る
よ
う
な
取
組
を
期
待
し
た

い
と
思
い
ま
す
し
、
ま
た
、
シ
イ
タ
ケ
に
つ
い

て
先
行
し
て
一
定
の
整
理
が
で
き
た
暁
に
は
是

非
、
キ
ノ
コ
類
全
般
に
な
る
と
更
に
大
変
な
作

業
に
な
る
と
思
い
ま
す
し
、
課
題
も
も
っ
と
多

く
な
る
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
シ
イ
タ
ケ
の

見
直
し
を
う
ま
く
応
用
す
る
こ
と
を
視
野
に
入

れ
て
、
キ
ノ
コ
類
に
つ
い
て
も
段
階
を
踏
ん
で

適
切
に
検
討
し
て
頂
き
た
い
と
い
う
こ
と
を
要

望
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
残
り
１
問
で
終
わ
り
た
い
と
思

い
ま
す
け
れ
ど
も
、
最
後
、
前
回
の
予
算
の
委

嘱
審
査
の
時
の
積
み
残
し
の
質
問
を
１
つ
し
た

い
と
思
い
ま
す
が
、
先
程
栽
培
キ
ノ
コ
類
の
生

産
振
興
に
関
し
て
質
問
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

こ
れ
、
特
用
林
産
物
と
し
て
、
林
業
、
木
材
産

業
の
振
興
に
も
繋
が
る
話
で
す
け
れ
ど
も
、
こ

の
林
野
庁
の
予
算
に
つ
い
て
、
先
日
の
３
月
の

予
算
の
委
嘱
審
査
に
つ
い
て
は
、
平
成
20
年
度

補
正
の
森
林
整
備
加
速
化
基
金
等
の
創
設
に
よ

り
、
林
業
、
木
材
産
業
関
係
者
に
明
る
い
兆
し

が
見
え
始
め
、
３
月
の
委
員
会
で
も
答
弁
頂
き

ま
し
た
が
、
近
年
は
着
実
に
施
策
の
充
実
や
森

林
整
備
予
算
の
増
額
基
調
を
確
保
し
て
い
る
こ

と
な
ど
は
評
価
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
方
で
、
こ
の
木
材
生
産
と
先
ほ
ど
話
し
た

栽
培
キ
ノ
コ
類
生
産
が
大
体
半
分
ず
つ
を
占
め

る
林
業
産
出
額
に
着
目
さ
せ
て
頂
き
ま
す
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
昭
和
55
年
の
約
１
兆
１
千 

６
百
億
円
を
ピ
ー
ク
に
し
て
、
現
在
は
半
分
以

下
に
ま
で
落
ち
込
ん
で
お
り
ま
す
。
最
近
で
は
、

東
日
本
大
震
災
の
影
響
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す

が
、
平
成
24
年
の
約
３
千
９
百
億
円
を
底
と
し

て
徐
々
に
回
復
を
遂
げ
、
平
成
26
年
に
は

４
千
５
百
億
円
を
突
破
し
、リ
ー
マ
ン・シ
ョ
ッ

ク
前
の
水
準
を
超
え
て
い
い
傾
向
だ
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。

2017.06.17　「きのこ王国とっとり」食のみやこフェスティ
バル（鳥取市）

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
３
月
に
出
さ
れ
た
統

計
で
は
、
林
業
産
出
額
が
再
び
、
27
年
は
26
年
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に
比
べ
て
約
３
．
４
％
、
額
に
し
て
約

１
５
０
億
円
の
減
少
で
４
千
３
百
63
億
円
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
て
、
栽
培
キ
ノ
コ
類
は
約

20
億
円
回
復
し
た
も
の
の
、
木
材
生
産
が
約

１
７
０
億
円
の
減
少
と
な
り
、
私
と
し
て
は
少

な
か
ら
ず
危
機
感
を
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

林
業
、
木
材
産
業
の
再
生
は
地
方
創
生
の
最

重
要
課
題
の
１
つ
で
す
が
、
森
林
整
備
予
算
の

拡
充
、
そ
し
て
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
普
及
だ
け

で
は
十
分
と
は
言
え
ま
せ
ん
で
、
や
は
り
国
土

面
積
の
約
７
割
が
森
林
で
あ
る
日
本
に
お
い
て
、

国
内
の
木
材
を
活
用
し
た
製
材
や
合
板
が
し
っ

か
り
と
使
わ
れ
林
業
産
出
額
が
し
っ
か
り
伸
び

て
い
っ
て
こ
そ
、
地
方
で
安
定
し
た
雇
用
や
所

得
が
確
保
で
き
、
真
の
地
方
創
生
に
繋
が
る
と

考
え
ま
す
。

2017.06.18　第10回吉備真備杯囲碁大会開会式（鳥取市）

そ
こ
で
、
林
業
産
出
額
、
特
に
木
材
生
産
が

減
少
し
た
要
因
と
課
題
の
分
析
に
つ
い
て
、
単

に
木
材
価
格
が
低
下
し
た
か
ら
で
す
と
い
っ
た

よ
う
な
理
由
で
総
括
し
な
い
よ
う
に
、
な
ぜ
森

林
は
豊
富
に
あ
る
の
に
、
国
土
の
約
７
割
が
森

林
で
、
本
格
的
な
伐
期
が
到
来
し
て
い
て
、
木

材
自
給
率
も
未
だ
３
割
台
と
低
い
の
に
、
な
ぜ

日
本
の
木
材
生
産
は
伸
び
な
い
の
か
、
使
用
さ

れ
な
い
の
か
、
こ
れ
を
改
善
し
て
い
く
た
め
に

は
何
が
必
要
な
の
か
な
ど
、
具
体
的
な
分
析
内

容
を
お
伺
い
し
ま
す
と
と
も
に
、
林
業
産
出
額

の
増
加
に
繋
が
る
よ
う
な
、
林
業
、
木
材
産
業

の
成
長
産
業
化
に
向
け
、
林
野
庁
と
し
て
現
行

施
策
の
見
直
し
で
す
と
か
対
策
の
拡
充
等
が
必

要
と
考
え
ま
す
が
、
答
弁
を
お
願
い
し
ま
す
。

答
弁（
今
井
林
野
庁
長
官
）

林
業
産
出
額
は
、
木
材
と
栽
培
キ
ノ
コ
類
の

生
産
額
を
合
算
し
た
も
の
で
し
て
、
そ
の
推
移

に
つ
い
て
は
、
平
成
25
年
が
４
千
２
百
47
億
円
、

平
成
26
年
が
４
千
５
百
14
億
円
、
平
成
27
年
が

４
千
３
百
63
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

委
員
か
ら
御
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
と
お
り
、

平
成
27
年
の
林
業
産
出
額
は
前
年
に
比
べ
減
少

し
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
林
業
産
出
額

の
約
半
分
を
占
め
ま
す
木
材
の
生
産
額
が
平
成

26
年
の
２
千
３
百
55
億
円
か
ら
平
成
27
年
の

２
千
１
８
３
億
円
へ
と
減
少
し
た
こ
と
が
大
き

く
影
響
し
て
い
ま
す
。

そ
の
原
因
と
し
て
は
、
平
成
26
年
４
月
の
消

費
税
率
の
見
直
し
に
伴
い
、
住
宅
建
築
の
い
わ

ゆ
る
駆
け
込
み
需
要
が
あ
り
ま
し
た
こ
と
か
ら
、

杉
や
ヒ
ノ
キ
の
丸
太
価
格
が
平
成
26
年
に
一
時

的
に
上
昇
し
ま
し
て
、
そ
の
後
下
落
し
た
こ
と

が
大
き
な
要
因
の
一
つ
だ
と
分
析
を
し
て
い
ま

す
。一

方
、
木
材
生
産
量
に
つ
い
て
は
、
戦
後
造

成
さ
れ
た
人
工
林
が
本
格
的
な
利
用
期
を
迎
え

て
い
る
中
で
年
々
増
加
し
て
き
て
い
ま
し
て
、

自
給
率
に
つ
い
て
も
平
成
27
年
に
は
33
％
に
ま

で
上
昇
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
委
員
御
指
摘
の
よ
う
に
、

林
業
産
出
額
の
増
加
に
繋
が
る
よ
う
な
、
林
業
、

木
材
産
業
の
成
長
産
業
化
の
実
現
と
い
う
こ
と

が
非
常
に
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
て
、

こ
れ
に
向
け
て
一
つ
は
、
木
材
、
と
り
わ
け
国

産
材
の
需
要
の
拡
大
を
図
る
と
い
う
こ
と
、
そ

し
て
二
つ
目
に
は
、
そ
の
拡
大
す
る
需
要
に
向

け
て
国
産
材
を
安
定
的
に
供
給
し
て
い
く
、
そ

う
い
う
体
制
を
整
え
る
こ
と
、
こ
の
二
つ
を
車

の
両
輪
の
対
策
と
し
て
、
需
要
面
の
対
策
と
し

て
は
、
中
高
層
建
築
物
へ
の
使
用
が
期
待
で
き

る
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
活
用
な
ど
木
材
利
用
の
促
進
、
あ

る
い
は
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用

の
拡
大
対
策
、
供
給
面
の
対
策
と
し
て
は
、
施

業
の
集
約
化
、
急
峻
な
地
形
を
克
服
す
る
よ
う

な
路
網
整
備
や
高
性
能
林
業
機
械
の
導
入
、
緑

の
雇
用
事
業
等
を
通
じ
た
人
材
の
育
成
確
保
、

地
域
材
の
付
加
価
値
向
上
や
輸
出
も
含
め
た
木

材
製
品
の
販
売
の
拡
大
、
こ
う
し
た
総
合
的
な

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。質

問（
舞
立
）

い
ろ
い
ろ
と
課
題
は
ま
だ
ま
だ
多
い
と
思

い
ま
す
し
、
も
っ
と
国
産
材
の
利
用
に
関
し
て

国
と
地
方
が
連
携
し
て
し
っ
か
り
そ
の
辺
を
支

援
し
て
い
く
、
公
共
建
築
物
に
し
っ
か
り
と
ま

た
木
材
を
利
用
し
て
い
く
、
国
と
地
方
が
連
携

し
て
必
要
な
予
算
の
確
保
も
含
め
取
り
組
ん
で

い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
し
、
ま
た
、
森

林
環
境
税
を
新
た
に
検
討
中
で
す
が
、
そ
れ
に

関
し
て
も
し
っ
か
り
と
こ
の
成
長
に
繋
が
る
よ

う
な
仕
組
み
に
し
て
い
く
こ
と
も
ま
た
検
討
が

必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

本
当
に
、
こ
の
林
業
、
木
材
産
業
、
私
は
非

常
に
ま
だ
ま
だ
可
能
性
が
大
き
く
あ
る
と
思
い

ま
す
し
、
大
き
く
す
る
に
当
た
っ
て
、
そ
れ
を

も
っ
と
も
っ
と
伸
ば
す
た
め
の
工
夫
な
り
検
討

が
必
要
と
思
っ
て
い
ま
し
て
、
是
非
、
林
野
庁
、

非
常
に
重
要
な
役
所
で
す
の
で
、
農
業
や
水
産

業
に
も
負
け
な
い
よ
う
に
頑
張
っ
て
頂
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。
以
上
で
私
の
質
問
を
終
わ
り

ま
す
。

2017.06.18　自民党美保南支部総会にて講演（鳥取市）



26

１
．
閣
法
（
内
閣
提
出
法
律
案
）

○　
地
方
税
法
及
び
航
空
機
燃
料
譲
与
税
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
29
年
3
月

31
日
法
律
第
2
号
）

　
①　
概
要

　
　
　
我
が
国
経
済
の
成
長
力
の
底
上
げ
の
た

め
、
就
業
調
整
を
意
識
し
な
く
て
済
む

仕
組
み
を
構
築
す
る
観
点
か
ら
の
個
人

住
民
税
の
配
偶
者
控
除
及
び
配
偶
者
特

別
控
除
の
見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、

環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い
自
動
車
を
対

象
と
し
た
自
動
車
取
得
税
、
自
動
車
税

及
び
軽
自
動
車
税
の
特
例
措
置
の
見
直

し
、
居
住
用
超
高
層
建
築
物
に
係
る
新

た
な
固
定
資
産
税
の
税
額
算
定
方
法
等

の
導
入
並
び
に
県
費
負
担
教
職
員
の
給

与
負
担
に
係
る
改
正
に
伴
う
道
府
県
か

ら
指
定
都
市
へ
の
個
人
住
民
税
の
税
源

移
譲
等
を
行
う
ほ
か
、
税
負
担
軽
減
措

置
等
の
整
理
合
理
化
を
行
う
も
の
。

　
②　
施
行
日

　
　
　
原
則
と
し
て
平
成
29
年
4
月
1
日

○　
所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法

律
（
平
成
29
年
3
月
31
日
法
律
第
4
号
）

　
①　
概
要

　
　
　
日
本
経
済
の
成
長
力
の
底
上
げ
の
た
め
、

就
業
調
整
を
意
識
し
な
く
て
済
む
仕
組

み
の
構
築
や
経
済
の
好
循
環
の
促
進
、

酒
類
間
の
税
負
担
の
公
平
性
の
回
復
、

国
際
的
な
租
税
回
避
へ
の
効
果
的
な
対

応
な
ど
の
観
点
か
ら
、
国
税
に
関
し
、

所
要
の
改
正
を
一
体
と
し
て
行
う
も
の
。

　
②　
施
行
日

　
　
　
原
則
と
し
て
平
成
29
年
4
月
1
日2017.06.24　第７回中部発！食のみやこフェスティバル

（倉吉市）

○　
義
務
教
育
諸
学
校
等
の
体
制
の
充
実
及
び

運
営
の
改
善
を
図
る
た
め
の
公
立
義
務
教

第
１
９
３
回
通
常
国
会
で

成
立
し
た
主
な
法
律
の
概
要

育
諸
学
校
の
学
級
編
制
及
び
教
職
員
定
数

の
標
準
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
（
平
成
29
年
3
月
31
日
法
律
第

5
号
）

　
①　
概
要

　
　
　
義
務
教
育
諸
学
校
等
の
体
制
の
充
実
及

び
運
営
の
改
善
を
図
る
た
め
、
公
立
の

義
務
教
育
諸
学
校
の
教
職
員
定
数
の
標

準
を
改
め
る
と
と
も
に
、
共
同
学
校
事

務
室
に
関
す
る
規
定
の
整
備
、
学
校
運

営
協
議
会
の
役
割
の
見
直
し
等
の
措
置

を
講
ず
る
も
の
。

　
②　
施
行
日

　
　
　
平
成
29
年
4
月
1
日

○　
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
29
年
3
月

31
日
法
律
第
9
号
）

　
①　
概
要

　
　
　
大
学
等
に
お
け
る
教
育
に
係
る
経
済
的

負
担
の
軽
減
を
図
り
、
も
っ
て
教
育
の

機
会
均
等
に
寄
与
す
る
た
め
、
学
資
を

支
給
す
る
給
付
型
奨
学
金
制
度
の
創
設

に
係
る
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
。

　
②　
施
行
日

　
　
　
平
成
29
年
4
月
1
日

○　
雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
平
成
29
年
3
月
31
日
法
律
第
14
号
）

　
①　
概
要

　
　
　
就
業
促
進
及
び
雇
用
継
続
を
通
じ
た
職

業
の
安
定
を
図
る
た
め
、
雇
用
保
険
の

基
本
手
当
、
教
育
訓
練
給
付
等
の
拡
充
、

職
業
紹
介
事
業
の
適
正
な
事
業
運
営
を

確
保
す
る
た
め
の
措
置
の
拡
充
及
び
育

児
休
業
期
間
の
延
長
を
行
う
ほ
か
、
雇

用
保
険
率
の
引
下
げ
等
の
措
置
を
講
ず

る
も
の
。

　
②　
施
行
日

　
　
　
原
則
と
し
て
平
成
29
年
4
月
1
日

2017.06.25　中海ウォータースイム2017開会式（米子市）

○　
原
子
力
利
用
に
お
け
る
安
全
対
策
の
強
化

の
た
め
の
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及

び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
29
年
4
月
14

日
法
律
第
15
号
）

　
①　
概
要

　
　
　
国
際
原
子
力
機
関
の
勧
告
等
を
踏
ま
え
、

我
が
国
の
原
子
力
利
用
に
お
け
る
安
全

対
策
の
一
層
の
強
化
を
図
る
た
め
、
原

子
力
事
業
者
等
に
対
す
る
検
査
制
度
の

見
直
し
、
放
射
性
同
位
元
素
の
防
護
措
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置
の
義
務
化
、
放
射
線
障
害
の
技
術
的

基
準
に
関
す
る
放
射
線
審
議
会
の
機
能

の
強
化
等
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
。

　
②　
施
行
日

　
　
　
一
部
の
規
定
を
除
き
、
公
布
の
日
か
ら

起
算
し
て
３
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に

お
い
て
政
令
で
定
め
る
日

○　

主
要
農
作
物
種
子
法
を
廃
止
す
る
法
律

（
平
成
29
年
4
月
21
日
法
律
第
20
号
）

　
①　
概
要

　
　
　
種
子
生
産
者
の
技
術
水
準
の
向
上
等
に

よ
り
、
種
子
の
品
質
が
安
定
し
て
き
て

い
る
な
ど
、
農
業
を
め
ぐ
る
状
況
の
変

化
に
鑑
み
、
他
の
法
令
等
で
適
切
に
引

き
継
ぐ
こ
と
が
で
き
る
こ
と
も
あ
り
、

当
該
法
律
を
廃
止
す
る
も
の
。

　
②　
施
行
日

　
　
　
平
成
30
年
4
月
1
日

2017.06.25　第61回鳥取県ろうあ者大会（琴浦町）

○　
裁
判
所
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

　
　
（
平
成
29
年
4
月
26
日
法
律
第
23
号
）

　
①　
概
要

　
　
　
近
年
の
法
曹
養
成
制
度
を
め
ぐ
る
状
況

の
変
化
に
鑑
み
、
法
曹
と
な
る
人
材
の

確
保
の
推
進
等
を
図
る
た
め
、
司
法
修

習
生
に
対
し
、
修
習
給
付
金
を
支
給
す

る
制
度
の
創
設
等
を
講
ず
る
も
の
。

　
②　
施
行
日

　
　
　
平
成
29
年
11
月
1
日

○　
住
宅
確
保
要
配
慮
者
に
対
す
る
賃
貸
住
宅

の
供
給
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
（
平
成
29
年
4
月
26
日
法

律
第
24
号
）

　
①　
概
要

　
　
　
住
宅
確
保
要
配
慮
者
に
対
す
る
賃
貸
住

宅
の
供
給
を
促
進
し
、
住
宅
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
機
能
の
強
化
を
図
る
た
め
、

都
道
府
県
及
び
市
町
村
に
よ
る
賃
貸
住

宅
供
給
促
進
計
画
の
作
成
、
住
宅
確
保

要
配
慮
者
の
円
滑
な
入
居
を
促
進
す
る

た
め
の
賃
貸
住
宅
の
登
録
制
度
の
創
設
、

住
宅
確
保
要
配
慮
者
居
住
支
援
法
人
の

指
定
等
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
。

　
②　
施
行
日

　
　
　
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
超
え

な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る

日

○　
都
市
緑
地
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
平
成
29
年
5
月
12
日
法
律
第
26
号
）

　
①　
概
要

　
　
　
都
市
に
お
け
る
緑
地
の
保
全
及
び
緑
化

並
び
に
都
市
公
園
の
適
切
な
管
理
を
一

層
推
進
す
る
と
と
も
に
、
都
市
内
の
農

地
の
計
画
的
な
保
全
を
図
る
こ
と
に
よ

り
、
良
好
な
都
市
環
境
の
形
成
に
資
す

る
た
め
、
緑
地
の
保
全
及
び
緑
化
の
推

進
に
関
す
る
基
本
計
画
の
記
載
事
項
の

拡
充
、
公
園
施
設
の
設
置
又
は
管
理
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
者
を
公
募
に
よ
り

決
定
す
る
制
度
の
創
設
、
農
業
と
調
和

し
た
良
好
な
住
環
境
を
保
護
す
る
た
め

の
田
園
住
居
地
域
制
度
の
創
設
等
の
措

置
を
講
ず
る
も
の
。

　
②　
施
行
日

　
　
　
一
部
を
除
き
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し

て
二
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て

政
令
で
定
め
る
日

2017.06.25　鳥取県東部医師連盟講演会（鳥取市）

○　
水
防
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平

成
29
年
5
月
19
日
法
律
第
31
号
）

　
①　
概
要

　
　
　
最
近
に
お
け
る
気
象
条
件
の
変
化
に
対

応
し
て
、
多
様
な
主
体
が
連
携
し
て
大

規
模
な
洪
水
等
に
対
す
る
防
災
・
減
災

対
策
を
推
進
す
る
た
め
、
要
配
慮
者
利

用
施
設
に
お
け
る
避
難
体
制
の
強
化
、

都
道
府
県
知
事
等
が
管
理
す
る
河
川
管

理
施
設
の
改
築
等
及
び
災
害
復
旧
の
国

土
交
通
大
臣
等
に
よ
る
権
限
代
行
制
度

の
創
設
等
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
。

　
②　
施
行
日

　
　
　
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
を
超
え

な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る

日

○　
農
業
競
争
力
強
化
支
援
法
（
平
成
29
年
5

月
19
日
法
律
第
35
号
）

　
①　
概
要

　
　
　
農
業
者
に
よ
る
農
業
の
競
争
力
の
強
化

の
取
組
を
支
援
す
る
た
め
、
良
質
か
つ

低
廉
な
農
業
資
材
の
供
給
又
は
農
産
物

流
通
等
の
合
理
化
の
実
現
に
関
し
、
国

の
責
務
及
び
国
が
講
ず
べ
き
施
策
等
を

定
め
、
農
業
生
産
に
関
連
す
る
事
業
の

再
編
又
は
当
該
事
業
へ
の
参
入
を
促
進

す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
。

　
②　
施
行
日

　
　
　
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
を
超
え

な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る

日

○　
土
地
改
良
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律



28

（
平
成
29
年
5
月
26
日
法
律
第
39
号
）

　
①　
概
要

　
　
　
最
近
に
お
け
る
農
業
・
農
村
を
め
ぐ
る

状
況
の
変
化
に
鑑
み
、
農
用
地
の
利
用

の
集
積
そ
の
他
農
業
生
産
の
基
盤
の
整

備
を
促
進
す
る
た
め
、
農
地
中
間
管
理

機
構
が
賃
借
権
等
を
取
得
し
た
農
用
地

を
対
象
と
す
る
申
請
に
よ
ら
な
い
土
地

改
良
事
業
及
び
農
業
用
用
排
水
施
設
の

耐
震
化
を
目
的
と
し
た
申
請
に
よ
ら
な

い
土
地
改
良
事
業
を
創
設
す
る
等
の
措

置
を
講
ず
る
も
の
。

　
②　
施
行
日

　
　
　
原
則
と
し
て
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て

六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政

令
で
定
め
る
日

2017.06.30　琴浦町高齢者のつどい（琴浦町）

○　

学
校
教
育
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
平
成
29
年
5
月
31
日
法
律
第
41
号
）

　
①　
概
要

　
　
　
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
即
応
し
た
職

業
教
育
の
推
進
を
図
る
た
め
、
専
門
性

が
求
め
ら
れ
る
職
業
を
担
う
た
め
の
実

践
的
か
つ
応
用
的
な
能
力
を
展
開
さ
せ

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
専
門
職
大
学
の

制
度
を
設
け
る
等
の
措
置
を
講
ず
る
も

の
。

　
②　
施
行
日

　
　
　
平
成
31
年
4
月
1
日

○　
独
立
行
政
法
人
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
29
年
6

月
2
日
法
律
第
43
号
）

　
①　
概
要

　
　
　
消
費
者
と
事
業
者
と
の
間
の
情
報
の
質

及
び
量
並
び
に
交
渉
力
の
格
差
に
鑑
み
、

消
費
者
の
被
害
の
発
生
又
は
拡
大
を
防

止
す
る
と
と
も
に
そ
の
被
害
を
回
復
す

る
た
め
、
独
立
行
政
法
人
国
民
生
活
セ

ン
タ
ー
の
業
務
と
し
て
消
費
者
の
財
産

的
被
害
の
集
団
的
な
回
復
の
た
め
の
民

事
の
裁
判
手
続
の
特
例
に
関
す
る
法
律

に
お
け
る
特
定
適
格
消
費
者
団
体
の
す

る
仮
差
押
え
に
係
る
担
保
を
立
て
る
業

務
を
追
加
す
る
等
の
措
置
を
講
ず
る
も

の
。

　
②　
施
行
日

　
　
　
平
成
29
年
10
月
1
日

○　
民
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
29

年
6
月
2
日
法
律
第
44
号
）

　
①　
概
要

　
　
　
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
鑑
み
、
消
滅

時
効
の
期
間
の
統
一
化
等
の
時
効
に
関

す
る
規
定
の
整
備
、
法
定
利
率
を
変
動

さ
せ
る
規
定
の
新
設
、
保
証
人
の
保
護

を
図
る
た
め
の
保
証
債
務
に
関
す
る
規

定
の
整
備
、
定
型
約
款
に
関
す
る
規
定

の
新
設
等
を
行
う
も
の
。

　
②　
施
行
日

　
　
　
一
部
の
規
定
を
除
き
、
公
布
の
日
か
ら

起
算
し
て
三
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に

お
い
て
政
令
で
定
め
る
日

2017.07.03　鳥取県立ハローワーク開設式（米子市）

○　
不
動
産
特
定
共
同
事
業
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
（
平
成
29
年
6
月
2
日
法
律
第

46
号
）

　
①　
概
要

　
　
　
空
き
家
・
空
き
店
舗
等
の
再
生
、
成
長

分
野
に
お
け
る
不
動
産
ス
ト
ッ
ク
の
形

成
等
に
つ
い
て
不
動
産
特
定
共
同
事
業

の
活
用
の
一
層
の
推
進
を
図
る
た
め
、

小
規
模
不
動
産
特
定
共
同
事
業
の
登
録

制
度
の
創
設
、
不
動
産
特
定
共
同
事
業

に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
た

取
引
等
に
対
応
し
た
環
境
整
備
、
特
例

投
資
家
向
け
事
業
の
規
制
の
見
直
し
等

の
措
置
を
講
ず
る
も
の
。

　
②　
施
行
日

　
　
　
一
部
の
規
定
を
除
き
、
公
布
の
日
か
ら

起
算
し
て
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に

お
い
て
政
令
で
定
め
る
日

○　
企
業
立
地
の
促
進
等
に
よ
る
地
域
に
お
け

る
産
業
集
積
の
形
成
及
び
活
性
化
に
関
す

る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成

29
年
6
月
2
日
法
律
第
47
号
）

　
①　
概
要

　
　
　
地
域
の
成
長
発
展
の
基
盤
強
化
を
図
る

た
め
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
て
高
い

付
加
価
値
を
創
出
し
、
地
域
の
事
業
者

に
対
す
る
経
済
的
波
及
効
果
を
及
ぼ
す

こ
と
に
よ
り
地
域
経
済
を
牽
引
す
る
地

域
経
済
牽
引
事
業
に
係
る
計
画
を
承
認

す
る
制
度
を
創
設
す
る
と
と
も
に
、
当

該
計
画
に
係
る
事
業
を
支
援
す
る
た
め

の
措
置
等
を
講
ず
る
も
の
。

　
②　
施
行
日

　
　
　
一
部
の
規
定
を
除
き
、
公
布
の
日
か
ら

起
算
し
て
三
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に

お
い
て
政
令
で
定
め
る
日

○　
農
村
地
域
工
業
等
導
入
促
進
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
（
平
成
29
年
6
月
2
日
法



29

律
第
48
号
）

　
①　
概
要

　
　
　
最
近
に
お
け
る
農
業
・
農
村
を
め
ぐ
る

社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
鑑
み
、
農
村

地
域
へ
の
導
入
を
促
進
す
る
産
業
の
業

種
を
全
業
種
に
拡
大
す
る
等
の
措
置
を

講
ず
る
も
の
。

　
②　
施
行
日

　
　
　
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
月
を
超
え

な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る

日

○　
通
訳
案
内
士
法
及
び
旅
行
業
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
（
平
成
29
年
6
月
2
日
法

律
第
50
号
）

　
①　
概
要

　
　
　
外
国
人
観
光
旅
客
の
急
増
等
に
対
応
し

た
受
入
環
境
の
整
備
を
図
る
た
め
、
通

訳
案
内
士
で
な
い
者
に
対
す
る
業
務
の

制
限
の
廃
止
そ
の
他
の
通
訳
案
内
士
制

度
に
係
る
規
制
の
見
直
し
等
を
行
う
と

と
も
に
、
旅
行
業
務
に
関
す
る
取
引
の

公
正
及
び
旅
行
の
安
全
の
一
層
の
確
保

を
図
る
た
め
、
旅
行
サ
ー
ビ
ス
手
配
業

の
登
録
制
度
を
創
設
す
る
等
の
措
置
を

講
ず
る
も
の
。

　
②　
施
行
日

　
　
　
一
部
の
規
定
を
除
き
、
公
布
の
日
か
ら

起
算
し
て
九
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に

お
い
て
政
令
で
定
め
る
日

○　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
強
化
の
た
め

の
介
護
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
（
平
成
29
年
6
月
2
日
法
律
第
52
号
）

　
①　
概
要

　
　
　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
強
化
す
る

た
め
、
市
町
村
介
護
保
険
事
業
計
画
の

記
載
事
項
へ
の
被
保
険
者
の
地
域
に
お

け
る
自
立
支
援
等
施
策
等
の
追
加
、
当

該
施
策
の
実
施
に
関
す
る
都
道
府
県
及

び
国
に
よ
る
支
援
の
強
化
、
介
護
医
療

院
の
創
設
、
利
用
者
負
担
の
見
直
し
、

被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
介
護
納

付
金
の
額
の
算
定
に
係
る
総
報
酬
割
の

導
入
等
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
。

　
②　
施
行
日

　
　
　
原
則
と
し
て
平
成
30
年
4
月
1
日

2017.07.08　皆生温泉海水浴場開き及び第37回全日本ト
ライアスロン皆生大会安全祈願祭（米子市）

○　
港
湾
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成

29
年
6
月
9
日
法
律
第
55
号
）

　
①　
概
要

　
　
　
我
が
国
の
観
光
の
国
際
競
争
力
の
強
化

等
に
資
す
る
よ
う
、
国
土
交
通
大
臣
が

指
定
し
た
国
際
旅
客
船
拠
点
形
成
港
湾

に
お
け
る
官
民
の
連
携
に
よ
る
国
際
旅

客
船
の
受
入
れ
の
促
進
を
図
る
た
め
の

協
定
制
度
を
創
設
す
る
と
と
も
に
、
非

常
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
港

湾
の
機
能
の
維
持
を
図
る
た
め
、
港
湾

管
理
者
か
ら
の
要
請
に
基
づ
き
、
国
が

港
湾
施
設
の
管
理
を
自
ら
行
う
こ
と
が

で
き
る
こ
と
と
す
る
等
の
措
置
を
講
ず

る
も
の
。

　
②　
施
行
日

　
　
　
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
月
を
超
え

な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る

日

○　
中
小
企
業
の
経
営
の
改
善
発
達
を
促
進
す

る
た
め
の
中
小
企
業
信
用
保
険
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
29
年
6
月
14

日
法
律
第
56
号
）

　
①　
概
要

　
　
　
中
小
企
業
の
経
営
の
改
善
発
達
を
促
進

す
る
た
め
、
我
が
国
の
中
小
企
業
に
係

る
著
し
い
信
用
の
収
縮
に
対
処
す
る
た

め
の
危
機
関
連
保
証
の
創
設
及
び
特
別

小
口
保
険
等
の
付
保
限
度
額
の
拡
充
を

行
う
と
と
も
に
、
信
用
保
証
協
会
と
金

融
機
関
の
連
携
に
よ
る
中
小
企
業
に
対

す
る
経
営
の
改
善
発
達
の
支
援
の
強
化

等
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
。

　
②　
施
行
日

　
　
　
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え

な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る

日

○　
衆
議
院
議
員
選
挙
区
画
定
審
議
会
設
置
法

及
び
公
職
選
挙
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成

29
年
6
月
16
日
法
律
第
58
号
）

　
①　
概
要

　
　
　

衆
議
院
議
員
選
挙
区
画
定
審
議
会
が

行
っ
た
衆
議
院
小
選
挙
区
選
出
議
員
の

選
挙
区
の
改
定
案
に
つ
い
て
の
勧
告
を

受
け
て
衆
議
院
小
選
挙
区
選
出
議
員
の

選
挙
区
の
改
定
等
を
行
う
と
と
も
に
、

衆
議
院
比
例
代
表
選
出
議
員
の
各
選
挙

区
に
お
い
て
選
挙
す
べ
き
議
員
の
数
を

改
め
る
も
の
。

　
②　
施
行
日

　
　
　
公
布
の
日

2017.07.16　下私都納涼祭（八頭町）

○　
畜
産
経
営
の
安
定
に
関
す
る
法
律
及
び
独

立
行
政
法
人
農
畜
産
業
振
興
機
構
法
の
一



30

部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
29
年
6
月
16

日
法
律
第
60
号
）

　
①　
概
要

　
　
　
需
給
状
況
に
応
じ
た
乳
製
品
の
安
定
供

給
の
確
保
等
を
図
る
た
め
、
加
工
原
料

乳
の
生
産
者
に
補
給
金
等
を
交
付
す
る

制
度
を
導
入
す
る
と
と
も
に
、
独
立
行

政
法
人
農
畜
産
業
振
興
機
構
の
業
務
と

し
て
当
該
補
給
金
等
を
交
付
す
る
業
務

を
追
加
す
る
等
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
。

　
②　
施
行
日

　
　
　
平
成
30
年
4
月
1
日

○　
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
29
年
6

月
16
日
法
律
第
61
号
）

　
①　
概
要

　
　
　
廃
棄
物
の
適
正
な
処
理
を
推
進
す
る
た

め
、
特
定
の
産
業
廃
棄
物
を
多
量
に
生

ず
る
事
業
者
に
つ
い
て
、
産
業
廃
棄
物

管
理
票
の
交
付
に
代
え
て
、
電
子
情
報

処
理
組
織
を
使
用
し
て
産
業
廃
棄
物
に

関
す
る
情
報
を
登
録
す
る
こ
と
を
義
務

付
け
る
等
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
。

　
②　
施
行
日

　
　
　
一
部
の
規
定
を
除
き
、
公
布
の
日
か
ら

起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に

お
い
て
政
令
で
定
め
る
日

○　
天
皇
の
退
位
等
に
関
す
る
皇
室
典
範
特
例

法
（
平
成
29
年
6
月
16
日
法
律
第
63
号
）

　
①　
概
要

　
　
　
皇
室
典
範
第
四
条
の
規
定
の
特
例
と
し

て
、
天
皇
陛
下
の
退
位
及
び
皇
嗣
の
即

位
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、
天
皇
陛
下

の
退
位
後
の
地
位
そ
の
他
の
退
位
に
伴

い
必
要
と
な
る
事
項
に
つ
い
て
所
要
の

措
置
を
講
ず
る
も
の
。

　
②　
施
行
日

　
　
　
一
部
の
規
定
を
除
き
、
公
布
の
日
か
ら

起
算
し
て
三
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に

お
い
て
政
令
で
定
め
る
日

2017.07.16　「水郷祭」（湯梨浜町）

○　
住
宅
宿
泊
事
業
法
（
平
成
29
年
6
月
16
日

法
律
第
65
号
）

　
①　
概
要

　
　
　
我
が
国
に
お
け
る
観
光
旅
客
の
宿
泊
を

め
ぐ
る
状
況
に
鑑
み
、
住
宅
宿
泊
事
業

を
営
む
者
に
係
る
届
出
制
度
並
び
に
住

宅
宿
泊
管
理
業
を
営
む
者
及
び
住
宅
宿

泊
仲
介
業
を
営
む
者
に
係
る
登
録
制
度

を
設
け
る
等
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に

よ
り
、
こ
れ
ら
の
事
業
を
営
む
者
の
業

務
の
適
正
な
運
営
を
確
保
し
つ
つ
、
国

内
外
か
ら
の
観
光
旅
客
の
宿
泊
に
対
す

る
需
要
に
的
確
に
対
応
し
て
こ
れ
ら
の

者
の
来
訪
及
び
滞
在
を
促
進
し
、
国
民

生
活
の
安
定
向
上
及
び
国
民
経
済
の
発

展
に
寄
与
す
る
も
の
。

　
②　
施
行
日

　
　
　
一
部
の
規
定
を
除
き
、
公
布
の
日
か
ら

起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に

お
い
て
政
令
で
定
め
る
日

○　
組
織
的
な
犯
罪
の
処
罰
及
び
犯
罪
収
益
の

規
制
等
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
（
平
成
29
年
6
月
21
日
法
律
第

67
号
）

　
①　
概
要

　
　
　
近
年
に
お
け
る
犯
罪
の
国
際
化
及
び
組

織
化
の
状
況
に
鑑
み
、
並
び
に
国
際
的

な
組
織
犯
罪
の
防
止
に
関
す
る
国
際
連

合
条
約
の
締
結
に
伴
い
、
テ
ロ
リ
ズ
ム

集
団
そ
の
他
の
組
織
的
犯
罪
集
団
に
よ

る
実
行
準
備
行
為
を
伴
う
重
大
犯
罪
遂

行
の
計
画
等
の
行
為
に
つ
い
て
の
処
罰

規
定
、
犯
罪
収
益
規
制
に
関
す
る
規
定

そ
の
他
所
要
の
規
定
を
整
備
す
る
も
の
。

　
②　
施
行
日

　
　
　
一
部
を
除
き
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し

て
二
十
日
を
経
過
し
た
日

○　
児
童
福
祉
法
及
び
児
童
虐
待
の
防
止
等
に

関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
平
成
29
年
6
月
21
日
法
律
第
69
号
）

　
①　
概
要

　
　
　
虐
待
を
受
け
て
い
る
児
童
等
の
保
護
を

図
る
た
め
、
児
童
福
祉
法
第
28
条
の
保

護
措
置
の
手
続
に
お
い
て
、
家
庭
裁
判

所
が
都
道
府
県
に
対
し
て
保
護
者
指
導

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る

等
、
児
童
等
の
保
護
に
つ
い
て
の
司
法

関
与
を
強
化
す
る
等
の
措
置
を
講
ず
る

も
の
。

　
②　
施
行
日

　
　
　
一
部
を
除
き
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し

て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て

政
令
で
定
め
る
日

2017.07.22　やしろ五輪まつり（倉吉市）

○　
農
林
物
資
の
規
格
化
等
に
関
す
る
法
律
及

び
独
立
行
政
法
人
農
林
水
産
消
費
安
全
技

術
セ
ン
タ
ー
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
平
成
29
年
6
月
23
日
法
律
第
70
号
）

　
①　
概
要
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我
が
国
農
林
水
産
業
の
国
際
競
争
力
の

強
化
を
図
る
た
め
、
日
本
農
林
規
格
に

農
林
物
資
の
取
扱
方
法
等
に
つ
い
て
の

基
準
を
追
加
す
る
と
と
も
に
、
独
立
行

政
法
人
農
林
水
産
消
費
安
全
技
術
セ
ン

タ
ー
の
業
務
と
し
て
認
証
機
関
の
能
力

を
評
価
す
る
業
務
を
追
加
す
る
等
の
措

置
を
講
ず
る
も
の
。

　
②　
施
行
日

　
　
　
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え

な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る

日

○　
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
及
び
構
造
改
革
特

別
区
域
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平

成
29
年
6
月
23
日
法
律
第
71
号
）

　
①　
概
要

　
　
　
産
業
の
国
際
競
争
力
の
強
化
及
び
国
際

的
な
経
済
活
動
の
拠
点
の
形
成
に
関
す

る
施
策
の
総
合
的
か
つ
集
中
的
な
推
進

を
図
る
た
め
、
国
家
戦
略
特
別
区
域
農

業
支
援
外
国
人
受
入
事
業
に
係
る
出
入

国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
の
特
例
措
置

そ
の
他
の
国
家
戦
略
特
別
区
域
に
係
る

法
律
の
特
例
に
関
す
る
措
置
の
追
加
等

を
行
う
と
と
も
に
、
経
済
社
会
の
構
造

改
革
及
び
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

地
域
の
特
産
物
を
用
い
た
単
式
蒸
留
焼

酎
及
び
原
料
用
ア
ル
コ
ー
ル
の
製
造
に

係
る
酒
税
法
の
特
例
措
置
の
追
加
等
の

措
置
を
講
ず
る
も
の
。

　
②　
施
行
日

　
　
　
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
を
超
え

な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る

日

○　
刑
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
29

年
6
月
23
日
法
律
第
72
号
）

　
①　
概
要

　
　
　
近
年
に
お
け
る
性
犯
罪
の
実
情
等
に
鑑

み
、
事
案
の
実
態
に
即
し
た
対
処
を
す

る
た
め
、
強
姦
罪
の
構
成
要
件
及
び
法

定
刑
を
改
め
て
強
制
性
交
等
罪
と
す
る

と
と
も
に
、
監
護
者
わ
い
せ
つ
罪
及
び

監
護
者
性
交
等
罪
を
新
設
す
る
な
ど
の

処
罰
規
定
の
整
備
を
行
い
、
あ
わ
せ
て
、

強
姦
罪
等
を
親
告
罪
と
す
る
規
定
を
削

除
す
る
も
の
。

　
②　
施
行
日

　
　
　
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
十
日
を
経

過
し
た
日

2017.07.23　第72回みなと祭「大漁祈願祭」（境港市）

○　
農
業
災
害
補
償
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
（
平
成
29
年
6
月
23
日
法
律
第
74
号
）

　
①　
概
要

　
　
　

農
業
を
め
ぐ
る
状
況
の
変
化
に
鑑
み
、

農
業
経
営
の
安
定
を
図
る
た
め
、
農
業

収
入
の
減
少
に
伴
う
農
業
経
営
へ
の
影

響
を
緩
和
す
る
保
険
の
事
業
を
創
設
す

る
と
と
も
に
、
農
業
共
済
事
業
に
つ
い

て
、
共
済
関
係
の
成
立
に
係
る
方
式
の

変
更
等
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
。

　
②　
施
行
日

　
　
　
平
成
30
年
4
月
1
日

２
．
議
員
立
法

○　
独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン

タ
ー
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成

29
年
3
月
31
日
法
律
第
8
号
）

　
①　
概
要

　
　
　
独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ

ン
タ
ー
が
行
う
災
害
共
済
給
付
の
対
象

を
拡
大
す
る
も
の
。

　
②　
施
行
日

　
　
　
平
成
29
年
4
月
1
日

○　
特
殊
土
壌
地
帯
災
害
防
除
及
び
振
興
臨
時

措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成

29
年
3
月
31
日
法
律
第
10
号
）

　
①　
概
要

　
　
　
鳥
取
県
を
含
む
特
殊
土
壌
地
帯
に
お
け

る
治
山
、
河
川
改
修
、
砂
防
、
か
ん
が

い
排
水
、
農
道
整
備
、
畑
作
振
興
等
の

対
策
事
業
を
引
き
続
き
実
施
す
る
た
め
、

平
成
29
年
3
月
31
日
を
も
っ
て
失
効
す

る
現
行
法
の
有
効
期
限
を
更
に
5
年
延

長
し
、
平
成
34
年
3
月
31
日
ま
で
と
す

る
も
の
。

　
②　
施
行
日

　
　
　
公
布
の
日

2017.07.29　第44回米子がいな祭（米子市）

○　
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
29
年
3
月
31
日

法
律
第
11
号
）

　
①　
概
要

　
　
　
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
の
実

施
の
状
況
に
鑑
み
、
過
疎
地
域
の
要
件

を
追
加
す
る
ほ
か
、
過
疎
地
域
自
立
促

進
の
た
め
の
地
方
債
の
対
象
経
費
と
し

て
市
町
村
立
の
専
修
学
校
等
の
整
備
に

要
す
る
経
費
を
追
加
す
る
と
と
も
に
、

減
価
償
却
の
特
例
及
び
地
方
税
の
課
税

免
除
又
は
不
均
一
課
税
に
伴
う
措
置
の
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対
象
業
種
に
つ
い
て
情
報
通
信
技

術
利
用
事
業
を
廃
止
し
、
農
林
水

産
物
等
販
売
業
を
追
加
す
る
も
の
。

　
②　
施
行
日

　
　
　
平
成
29
年
4
月
1
日

2017.07.30　高城まつり（倉吉市）

○　
津
波
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
29

年
3
月
31
日
法
律
第
12
号
）

　
①　
概
要

　
　
　
津
波
防
災
の
日
の
規
定
に
つ
い
て
、

津
波
対
策
に
関
す
る
国
際
協
力
の

推
進
に
資
す
る
よ
う
配
慮
す
る
旨

を
追
加
す
る
と
と
も
に
、
国
の
財

政
上
の
援
助
に
関
す
る
規
定
の
有

効
期
限
を
5
年
間
延
長
す
る
措
置

を
講
ず
る
も
の
。

　
②　
施
行
日

　
　
　
公
布
の
日

○　
公
職
選
挙
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
（
平
成
29
年
6
月
21
日
法
律
第
66

号
）

　
①　
概
要

　
　
　
都
道
府
県
又
は
市
の
議
会
の
議
員

の
選
挙
に
お
け
る
ビ
ラ
の
頒
布
の

解
禁
を
行
う
も
の
。

　
②　
施
行
日

　
　
　
平
成
31
年
3
月
1
日

○　
文
化
芸
術
振
興
基
本
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
（
平
成
29
年
6
月
23
日

法
律
第
73
号
）

　
①　
概
要

　
　
　
文
化
芸
術
に
関
す
る
施
策
の
一
層

の
推
進
を
図
る
観
点
か
ら
、
文
化

芸
術
振
興
基
本
法
に
つ
い
て
、
題

名
の
改
正
、
基
本
理
念
の
見
直
し
、

文
化
芸
術
推
進
基
本
計
画
等
に
係

る
規
定
の
整
備
、
基
本
的
施
策
の

拡
充
等
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
。

　
②　
施
行
日

　
　
　
公
布
の
日

○　

青
少
年
が
安
全
に
安
心
し
て
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
で
き
る
環
境
の

整
備
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
（
平
成
29
年
6
月
23
日

法
律
第
75
号
）

　
①　
概
要

　
　
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
お
い
て
青
少

年
有
害
情
報
が
多
く
流
通
し
て
い

る
状
況
に
鑑
み
、
青
少
年
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
適
切
に
活
用
す
る

能
力
の
習
得
に
必
要
な
措
置
を
講

ず
る
と
と
も
に
、
青
少
年
有
害
情

報
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
の
性
能
の
向
上
及
び
利
用
の
普

及
そ
の
他
の
青
少
年
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
青
少
年
有
害

情
報
を
閲
覧
す
る
機
会
を
で
き
る

だ
け
少
な
く
す
る
た
め
の
措
置
等

を
講
ず
る
も
の
。

　
②　
施
行
日

　
　
　
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を

超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令

で
定
め
る
日

2017.07.30　鳥取空港開港50周年記念式典（鳥取市）

○　
商
業
捕
鯨
の
実
施
等
の
た
め
の
鯨
類

科
学
調
査
の
実
施
に
関
す
る
法
律

（
平
成
29
年
6
月
23
日
法
律
第
76
号
）

　
①　
概
要

　
　
　
商
業
捕
鯨
の
実
施
等
の
た
め
の
鯨

類
科
学
調
査
を
安
定
的
か
つ
継
続

的
に
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
事

項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
商
業

捕
鯨
の
実
施
に
よ
る
水
産
業
等
の

発
展
及
び
海
洋
生
物
資
源
の
持
続

的
な
利
用
へ
の
寄
与
を
目
的
と
す

る
も
の
。

　
②　
施
行
日

　
　
　
公
布
の
日

インターネットで審議中継動画
がご覧頂けます

②『参議院インターネット審議中継』という
サイトへとびます。
③会議名や発言者からの検索がありますので
観たい審議中継の絞り込みができます。

※動画の視聴はwindowsのみとなっております。

①まずは 検索農林水産 webtv


